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沿　　革

事業概要

神戸市立博物館は、基本テーマである「国際文化交流一東西文化の接触と変容」のもとに常設

展、企画展、特別展を開催し、また諸外国と関わりの深い資料の収集を行っています。

平成5年度は、「ルーヴル美術館200年展」「花と烏たちのパラダイス展」「栄光のオラン

ダ絵画展と日本展」「太山寺展」「アイルランド国立美術館展」の特別展を開催しました。特に、

アーバンリゾートフェア神戸’93の年であり、そのオープン行事として開催した「ルーヴル美

術館200年展」は594，835人という空前の入館者がありました。また、「トーマス・マ

ックナイト展」「アーキテクチュア展・タイムトンネル神戸」「印象一神戸　絵画展」が関連展

示会として当館で開催されました。「栄光のオランダ絵画展と日本展」は、館の自主企画の海外

展として特別の意義がありました。

企画展として「黄葉美術展」「西洋人の描いた日本地図展」「古地図名品展」「南蛮美術名品

展」「新収蔵品展」「装飾須恵器展」を、またギャラリーでは「神戸ゆかりの芸術家たち展」

（3回）「川西英版画展」「浮世絵展」「山下摩起展」を開催いたしました。

普及事業として／ト・中学生向きの夏休み歴史散歩や土器づくり教室を実施した他、シャンソン

・邦楽サロンを共催事業として実施いたしました。

主な新資料は、南蛮美術の分類で「洛中洛外図屏風」、古地図の分類で「伊能忠敬測量江戸実

測図」、考古の分類で「鳥取県泊銅鐸複製」を収集いたしました。

所蔵資料の館外貸出は54件392点、特別利用は921件2，683点、開館日数は特別展

185日常設展180日計283日でした。

入館者で見ますと、平成5年度は「「ルーヴル美術館200年展」の影響で常設展の入館者が、

49，622人、特別展の入館者619，896人計669，518人と記録的な人数となりま

した。また、普及事業による入館者は8，081人でした。

この年報によって平成5年度の事業の成果を少しでもご理解いただければ幸いです。
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48．9　神戸市立中央図書館・博物館等調査委員会設置（52．3までに博物館部会を19回

開催、視察調査を6回実施）

50．3　同委員会博物館部会が「神戸における博物館の基本構想」を答申

52．3　東京銀行と同行神戸支店建物の博物館転用計画について合意

53．4　教育委員会事務局社会教育部内に新中央図書館・博物館創設準備室を設置

7　博物館資料収集協力員を委嘱（各区1名、計9名）

8　神戸市立博物館創設準備会議を設置（以降7回開催）

54．6　博物館展示計画検討会を設置（以降15回開催）

55．3　東京銀行より同行神戸支店建物を受贈及び土地を買収

4　博物館創設準備室と改称

4　博物館創設担当参与に渡辺昭三就任

12　改造及び新築工事、着工

57．3　竣　工

4　神戸市立博物館条例公布

4　博物館組織発足

4　館長に井尻昌一前助役就任

7　神戸市立博物館規則公布

11　神戸市立博物館条例及び規則施行

11　開館記念式典、一般公開

日　南蛮美術館，考古館閉館

1卜12開館記念特別展「海のシルク・ロード」開催

58．卜2受贈記念特別展「南波松太郎氏収集　古地図の世界」開催

2神戸市立博物館規則一部改正（博物館協議会）

2副館長に壇上重光就任

2神戸市立博物館協議会を設置

4～5第3回特別展

8－9第4回特別展

10－11第5回特別展

59．4－5第6回特別展

8－9第7回特別展

10－11第8回特別展

12　第9回特別展

60．6－8第10回特別展

8～9第11回特別展

1ト12第12回特別展

61．卜2第13回特別展

4～5第14回特別展

6－7第15回特別展

7－8第16回特別展

62．卜2第17回特別展

4－5第18回特別展

「神戸の文化財」開催

「ぴぃどろ・ぎゃまん」開催

「古地図にみる世界と日本」開催

「眼鏡絵と東海道五拾三次展」開催

「中国蘇州年画展」開催

「更紗の世界展」開催

「ヨーロッパのジュエリー」展開催

「中国五千年の秘宝展」開催

「秘蔵の至宝を一堂に　展」開催

「高句麗文化展」開催

「桃山時代の祭礼と遊楽」開催

「ワーダベ写真展」開催

「西洋の風景展」開催

「狩人の夢」開催

「廷る幕末写真展」開催

「日本絵画名作展」開催
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62．6－7第19回特別展

8－9第20回特別展

10－11第21回特別展

63．4－5第22回特別展

6～7第23回特別展

10－12第24回特別展

「神戸はじめ物語展」開催

「ジョルジュ・ビゴー展」開催

「明治のガラス展」開催

「ジャワ更紗展」「江戸城壁画の下絵」開催

「中世を旅する聖たち展」開催

「アイルランド・チェスター・ピーティー・コレクション

日本絵画名作展」開催

元・2－3第25回特別展「神戸ゆかりの巨匠たち展」開催

4～5第26回特別展「桂林百景展」開催

7－9第27回特別展「大三彩展」開催

9－11第28回特別展「松方コレクション展」開催

11　井尻昌一館長退任

12－2　受贈記念特別展「秋岡古地図コレクション名品展」開催

2．2－3受贈記念特別展「小磯良平展」開催

2．4　名誉館長に宮崎辰雄前市長就任

船田史郎事務局長、副館長を兼務

7－9第31回特別展

10－11第32回特別展

1卜12第33回特別展

3．2－3第34回特別展

4－5第35回特別展

7～9第36回特別展

9－10第37回特別展

10－12第38回特別展

4．2－3第39回特別展

「THEぴぃどろ展一江戸時代のガラス・粋と美－」開催
「手塚治虫展」開催

「没後100年記念チャールズ・ワーグマン展」開催

「隠元禅師生誕400年記念　隠元禅師と黄葉宗の絵画展」開催

「ルイス・C・ティファニー展」開催

「ポスター芸術100年展」開催

「神戸市立博物館名品100選」開催

「ジャン二・ベルサーチ衣装文化展」開催

「南蛮見聞録」開催

3　壇上重光副館長・船田史郎副館長兼事務局長退任

4　副館長兼事務局長に林伸次郎就任

4～5第40回特別展「中国明清名画展」開催

5　副館長に崎山呂廣就任

6－7第41回特別展「正倉院の故郷一中国の金・銀・ガラス展」開催

10－12第42回特別展「森英恵とパリオートクチュール」開催

5．卜3第43回特別展「銅鐸の世界」開催

2・20開館10周年記念講演会（講師　陣舜臣民）開催

3－5　第44回特別展「ルーヴル美術館200年展」開催

5－6　第45回特別展「花と鳥たちのパラダイス展」開催

アーバンリゾートフェア93「トーマス・マックナイト展」開催

ト9　第46回特別展「栄光のオランダ絵画と日本展」」開催

アーバンリゾートフェア’神戸93

「7－キテクチェア・フェアKOBE・タイムトンネル神戸展」開催

9－10ナーパンリゾートフェア，神戸93「印象一神戸絵画展」開催

日卜12第47回特別展「太山寺の名宝展」開催

6・2～4第48回特別展「アイルランド国立美術館展」開催
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事業概要
1　特別展示

（1）第44回特別展

ルーヴル美術館200年展
－ヨーロッパ絵画の精華－日本初公開一

・内　容／

ヨーロッパの国立美術館の中でも最も古い歴史を持つルーヴル美術館の開館200周年を

記念して行うフランス国外唯一の美術展で、アーバンリゾートフェア神戸’93のオープニ

ングイベントとして開催された。

展示作品は、ルーヴル美術館の6，000点を超えるヨーロッパ絵画のコレクションの中か

ら選りすぐった西欧絵画の傑作87作家の95点。

「ルーヴルのコレクション形成の経緯を出品作品を通して展覧する」というこれまでに

ない画期的な試みで、フランス絵画の黄金期400年の作品を中心に、イタリア、オランダ、

スペイン、ドイツなど周辺諸国の有名作家の作品を加えて、歴史を色濃く映した収集史を

名画で振り返るとともに、16世紀から19世紀に至る西洋美術の華麗な歩みを大別して5つ

のグループで紹介した。

ベラスケス、ダヴイッド、ドラクロアら巨匠たちの作品も数多く含まれ、そのほとんど

が日本初公開。これほど多くの絵画作品がひとつの展覧会のために貸し出されるのはルー

ヴル美術館始まって以来のことであり、200周年にふさわしい空前絶後の絵画展となった。

・会　　期／平成5年3月20日（土）～5月9日（日）

・会　　場／特別展示室1、南蛮美術室、特別展示室2、ギャラリー

・休館日／毎週月曜日及び4月30日（金）（ただし、5月3日（月）は開館）

・主　　催／神戸市立博物館、ルーヴル美術館、日本経済新聞社

・後　　援／外務省、文化庁、フランス大使館、フランス教育文化省

・特別協賛／アーバンリゾートフェア神戸’93推進協議会

・協　　賛／株式会社第一勧業銀行、日本アイ・ビー・エム株式会社

・特別協力／安田火災海上保険株式会社

・協　　力／日本航空

・入館料（当日・一般）／1300円
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・組織責任者／ピェール・ロザーンベール（ルーヴル美術館絵画部門部長）

クローディ・ルソール（ルーヴル美術館絵画部門記録整理係）

ブリジット・ガリーニ（美術史家・ルーヴル美術館絵画部門特別職員）

・日本側監修者／高階秀爾（国立西洋美術館長）

・開催日数／44日

・入館者数／594パ35人日日最高入館者　25，535人（5月3日）（13，519人／日）〕

・出品点数／95点

・開会式／3月19日（金）

・記念講演会／3月20日（土）

講師　ピェール・ロザーンベール（ルーヴル美術館絵画部門部長）

・運営組織／運営本部一　一　　神戸市立博物館　管理課

T
日本経済新聞社　事業部

館内外整理＝㈱ケン＆スタッフ　館内外警備＝関西ユナイトプロテクション

券売・団体＝ジェイコム・JTB　展示室監視＝神戸国際ステージサービス

受　　付＝ミュージェンヌ　　事　務　局＝日本経済新聞社

・その他／混雑緩和のため4月29日（木）より最終日まで開館時間が10時から17時

を9時30分から1時（入館は17時30分まで）に変更した。

ポスター
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図録

MUSEEDULOUVRE

ルー功レ美術館200年展
世界有数の規模と内容を誇るルーヴル美術館は、1993年に開館200年という

記念的な年を迎えまもフランス革命直後の1793年8月10日、「中央美術乱として

創設され、旧王室コレクションを一般公開したことが歴史的な起源で、その後ナポレ

ォンの登場や王政復古など政治的、社会的変動を超え、美術館としての体制と収蔵品

の拡充がはかられ、世界の笑術餞として名実ともにその体裁を整えてきました0そし

て、21世紀を目前にした現在、ルーヴル宮全体を美術館に改造する壮大な「ルーヴル

大改造計画」が進んでおり、1993年秋には完成の予定でもこれを機にルーヴル美

術館は新たな飛躍の時期を迎えまも

本展は、このルーヴル美術館開館200周年を記念し、同館の絶大な理解と協力に

ょって実現可能となったもので、ルーヴル美術館から95点もの絵画の名作が国外こ

出陳されるのは稀有のことでも

展覧会の構成は、ルーヴルのコレクション形成の経緯を・出品作品を通して紹介す

るもので　①王室コレクション（21点）

②フランス革命期から第二帝政末にいたる芸術政策（26点）

⑨大コレクター、ルーヴル友の会による寄贈（25点）

⑥歴代学芸部長の選択と代物弁済（15点）

⑤描かれたルーヴルの歴史（8点）……の五部門からなり季翫

収蔵品には、フランス革命矧こ亡命責族から没収した作品、ナポレオンの戦利品、

納税者が物納した作品、大貴族・富豪からの寄贈作品など、歴史を色濃く映したルー

ヴル美術館の収集史が生々しく浮かびあがりまもと同時に16～19世紀西欧美術の

華麗な歩みを改めて紹介します。
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アンクルワンジエリカを救うルツジ＝一口J

e主な出品作品

アンクル‥…

グロ…・・・・

フォンテーヌブロー瀬・

シャルダン・…・・・

フランスリ＼ルス

ラ・トウ「ル‥・・

ベラスケス‥・…・

プッサン＝・‥・・

クロードロラン・

ヴェロネーゼ・‥・

ブーシ二・・・・・・

三二ヤール‥・・

ル・ブラン・・・・・・

●観覧料金

・「アンジェリカを救うルッジ工一口」

・「アルコール橋のボナパルト」

・「化粧するヴィーナス」

・・‥・・「食前の祈り」

・・・「リュートを持った道化」

・‥…「聖トマス」

‥・・・・「王女マリア・テレーサの肖像」

……「大バッカス祭」

‥…・「温、鶏の効果」

‥・…「子供と犬を連れた婦人の肖像」

……「田園生活の魅力⊥

……「葡萄の房を持つ聖母」

……「聖家族（食前の祈り）」

●お問い合わせ先

神戸市立博物館
〒650神戸市中央区京町24番地TEL．（078）391－0035

日本経済新聞社大阪本社事業部

〒540大阪市中央区大手前1－1－1TEL．（06）943－7111

⑦士・日・祭日は混雑が予想されますので、なるべく平日にご覧下さい。
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出品目録

Ⅰ国王のコレクション（16～18世紀）〔N。．卜21〕

フランス国王・フランソワ1世（1494～1547）は、イタリアの画家や流派をフラン

スに紹介した熱心なパトロンであり、コレクターでもあった。フランソワ1世のフォ

ンテーヌブロー宮造営の際に内部装飾を担当した美術家たちは、第1次フォンテーヌ

ブロー派と呼ばれ、数多くのフランス人美術家がその中で成長した。1682年に宮廷が

ヴェルサイユに落ち着いたルイ14世の治世では、国王のコレクションに一定の割合で

絵画が入るようになり、その内容はシャルル・ル・ブランが1683年に作成しはじめた

財産目録によって知られている。今日のルーヴル美術館デッサン室における重要な

5000点あまりのデッサンが、国王のコレクションに加わったのも17世紀後半のことで

ある018世紀、ルイ16世の治世下に、世論が国王のコレクションを公共の場に開放す

ることを求めるようになると、ルーヴル宮殿のグラントギャラリーに公共の美術館

を設置する準備がはじまり、約200点の絵画を含む美術品が新たに購入された。これ

によって、オランダ・フランドル絵画部門が充実した。

1プラ・バルトロメオ（1475－1571）　我に触れるなかれ

2　ヴーエ、シモン（1590－1649）　富のアレゴリー

3　ミニヤール、ピエール（1612－1695）　葡萄の房を持つ聖母

4　ヴァランタン（ド・プ一口一二ュ、ジャン）（1591－1632）女占い師

5　バッサーノ、ジェローラモ（1566－1621）　葡萄の取り入れ

6　ロラン、クロード（ジュレ、クロード）（1602頃－1682）港、霧の効果

7　プリル、パウル（1554－1626）洗礼者ヨハネのいる風景

8　ドメニキーノ（ザンピェリ、ドメニコ）リナルドとアルミーダ

9　カラッチ、アンこバーレ（1560－1609）聖ステパノの右打ち

10　プッサン、ニコラ（1594－1665）大バッカス祭

11グエルチーノ（パルビューリ、ジョヴァン二・フランチェスコ）（1591－1666）
聖ペテロの涙

12　ブーンェ、フランソワ（1703－1770）　田園生活の魅力

13　ナティ工、ジャン＝マルク（1685－1756）砂漠のマドレーヌ（マグダラのマリア）

14　コワベル、シャルル＝アントワーヌ（1694－1752）　アンドロメダを救うペレセウス

15ドルーエ、フランソワ＝ユベール（172ト1775）アルトワ伯爵と妹クロチルド

16　カステイリオーネ、ジョヴァン二・ベネデット（1609－1663／5）

アブラハムとメルキセデクの出会い

17　チェーザリ、ジュゼッペ（1568－1640）楽園を追放されたアダムとエヴァ

18　オスタード、イサーク・ファン（1621－1649）冬、氷の上でスケートをする人々

19　レネッセ、コンスタンテン＝ダニエル・ファン（1626－1680）よきサマリア人

20　ヴァンサン、フランソワ＝アンドレ（1746－1816）パリに食料を運び込ませるアンリ4世

21ダヴイッド、ジャック＝ルイ（1748－1825）ホラティウス兄弟の誓い（下絵）
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Ⅱ　革命期から第二帝政期末（1793～1870）までの芸術政策に
よるコレクション仙22～47〕

ルーヴル美術館では、王室コレクションが主要な核をしているが、教会と亡命貴族

から差し押さえた作品も、質量ともに重要なものである。教会・修道院の所蔵品は、

大型の作品・フランス人画家の作品・キリスト教を主題とする作品という3つの特徴

をもつ。これらの特徴によって、それまでの王室コレクションにあまり含まれていな

い17～18世紀のキリスト教を主題とする大作が美術館に入った。亡命貴族、反革命派

の人々の所有物を差し押えた作品の数々は、当時、美術愛好家の間で流行した趣味を

繁栄しており、作品の多様さという点で、先の教会のコレクションの特徴とは全く異

なっている。

ルイ14世が設立した王立絵画彫刻アカデミーが1793年末に廃止されると、王立アカ

デミーに関するコレクションが、ルーヴル美術館に受け継がれた。しかし、今日では

ほとんど散逸してしまっている。

王室の収蔵品に、押収品・アカデミーのコレクションが加わることによって、ルー

ヴル美術館は偉大な国際的美術館となった。

22　ル・プラン（1619～1690）　聖家族（食前の祈り）

23　リゴー、イアサント（1659－1743）　シャルル・ル・プランとピエール・ミニヤール

24　ヴェロネーゼ、パウロ（1528－1588）　ソドムの町を逃れるロトの一家

25　ペイロン、ジャン＝フランソワ＝ピエール（1744－1814）　ミルティアデスの葬儀

26　ヴエルネ、クロード＝ジョゼフ（1714－1789）　海景、月明かり

27　プルドン、セバスティアン（1616－1671）　偶像に生費を捧げるソロモン

28　プッサン、こコラ（1594－1665）　キューピッドたちの合奏

29　ガルディ・フランチェスコ（1712－1793）　ヴェネツィア総督たちの隊列

30　リンゲルバッハ、ヨハネス（1622－1674）　ローマの青物市場

31ヴユ工、アルヌー・ド（1644－1720）　フランス王太子とマリー＝アンヌ＝クリスティー

ヌ＝ヴィクトワール・ド・バヴィエールの結婚のアレゴリー

32　ド・バール、ボナヴァンテエール（1700←1729）、田園の宴

33　ドラボルト、アンリ＝オラス＝ロラン（1724／5－1793）　瑠璃の壷、地球儀とミュゼット

34　ぺレグリーこ、ジャン、アントニオ（1675－1741）キューピッドを教育する絵画とデッサン

35　トケ、ルイ（1696－1772）　ルモワヌの肖像

36　ラグルネ、ルイ・ジャン・フランソワ（1725－1805）　ディアネイラ略奪するネッソス

37　ド・マシー、ピエール＝アントワーヌ（1723－1807）　廃墟の寺院

38　ウェ一二クス、ヤン（1642－1719）　小物売りのいる南海の港

39　ヴェロネーゼ、パウロ（1528－1588）　子供と犬を連れた婦人の肖像

40　スケドーネ、バルトロメオ（1578－1615）　聖家族

41タイヤソン、ジャン＝ジョセフ（1745－1809）　セネカの妻パオリーナ

42　グロ、アントワーヌ＝ジャン（1771－1835）　アルコール橋のボナパルト
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43　ゲラン、ピエール＝ナルシス（1774－1833）　ファイドラとヒッポリュトス（下絵）

44　グラネ、フランソワ＝マリウス（1775－1849）　ローマのコロセウムの内観

45　ジェリコー、テオドール（1791－1824）　メデューズ号の筏（下絵）

46　アングル、ジャン＝オーギュスト＝ドミニック（1780－1867）アンジェリカを救うルッ
ジェ一口

47　コロー、ジャン＝バテイスト＝カミーユ（1796－1875）イタリア人の山羊飼い

Ⅲ　大コレクター、ルーヴル友の会割曽作品によるコレクション
〔Nm48～72〕

1789年のフランス革命以降、数回にわたる変革を経て、ルーヴル美術館は市民の手

へ受け継がれてきた。このことはルーヴルの寄贈者と寄贈作品の数の多さに顕著に現

われている。約2世紀の間に2700人にのぼる寄贈者が、数万点という膨大な数の作品

を寄贈した。寄贈者は、国家・有力者・金持ち・知識人・遺産相続者・芸術家の遺族

などである。数ある寄贈作品が、ルーヴルの手薄な部分（例：18世紀フランス派）を

次々と補強してきたといえる。本展出品95点中、20点以上は寄贈によるものである。

また、ルーヴルでは、芸術保護者としての「ルーヴル友の会」が運営されている。

同会は、1879年、「美術館がコレクション充実のために自由に使える財源の乏しさ」

を憂慮して設立され、今日に至っている。例えば、『聖トマス』眈68）、『モデルのポ

ーズ』抽72）は2年前に同会により購入されたルーヴルに寄贈されたものである。

48　ジャルダン、ジャン＝パティスト＝シメオン（1699－1779）食前の祈り

49　ジャルダン、ジャン＝パティスト＝シメオン（1699－1779）葡萄の籠

50　ベラスケス、ディエゴ（1599－1660）　王女マリア・テレーサの肖像

51コンスタブル、ジョン（1776－1837）　雷雨迫るウエーマス湾

52　フォンテーヌプロ一派　化粧するヴィーナス

53　ポニントン、リチャード・パークス（1802－1828）　ヴェネツィア風景

54　ボルドーネ、パリス（1500－1571）　フローラ

55ドーどこィ、シャルル＝フランソワ（18什－1878）　オブテヴィス水門

56　プロマンタン、ウジェーヌ（1820－1876）　アルジェリアの鷹狩り

57　コロー、ジャン＝パティスト＝カミーユ（1796－1876）　コローのアトリ土

58ドラクロワ・ウジェーヌ（1798－1868）　サルダナパールの死（下絵）

59　ホーホストラーテン、サミュエル・ファン（1627－1678）　スリッパ

60　ヴァランシェンヌ、ピエール＝アンリ・ド（1750－1819）アラ・コエリ修道院、笠松

61グラーフ、アントン（1736－1813）クリストフ・ウルバノウスキ伯爵

62　シャセイリオー、テオドール（1819－1856）　アラブ騎兵の戦い

63　ル・ナン、ルイ／アントワーヌ（1600頃－1648）　洗礼から戻って

64ドラクロワ、ウジェーヌ（1798－1868）若い女性を連れ去るアフリカの海賊

65　フラゴナール、ジャン・オノレ（1732－1806）　エチュード

66　ル・シュウール、ウスタッシュ（1616－1655）　コリオラヌスの前のウオルムこアとウェ

トウリア

ll〔トー

67　ティエポロ・ジョヴァン二・パティスタ（1696－1770）　聖母の教育

68　ラ・トウール、ジョルジュ・ド（1593－1652）　聖トマス

69　ドラクロワ、ウジェーヌ（1798－1868）　アトリエの一隅（ストーブ）

70　ヴィニョン、クロード（1593－1670）　若い歌手

71スぺッケルト、ハンス（？一1577）　ダマスカスへの途上での聖パウロの改心

72　タラヴェルシ、ガスパール（1722頃－1770）　モデルのポーズ

Ⅳ　歴代学芸部長の選択と代物弁済によるコレクション〔軋73～87〕

1850年以降、ルーヴル美術館を「世界で最も素晴らしいもの」にするために、学芸

員は財源不足の時も中断することなく、優れた真作を入手するよう努力してきた。第

二次世界大戦後も質量ともに作品の購入はますます拡大して行き、現在に至っている。

また、美術品の流出をくいとめるために、「代物弁済」（通貨ではなく美術品等を税

として納める制度）によって、芸術的・歴史的に高い評価をもった美術品・書籍・記

録文書等が国有財産化された。これらはフランスの美術館や博物館に保管され、一般

に公開されている。現在、この制度は他の国でも採用されている。

美術館における学芸員の位置やその役割について、画家や画商の方がその任務によ

り通しているのではないかという議論は、19世紀初頭からあったが、今日ではそれは

ほとんど問題にされなくなった。学芸員には地味な作業や調査が要求され、その中か

ら選ばれる美術館長には文化的・政治的に多くの役割が求められるようになって来て

いるのである。

73　グルーズ、ジャン＝バテイスト（1725－1805）　作家の肖像

74　スルバラン、フランシスコ・デ（1598－1664）　聖女アポロニア

75　レーバーン、ヘンリー（1756－1823）　へイ・オブ・スポット指揮官

76　ブランシヤール、ジャック（1600－1638）　人間に驚くヴィーナスと三美神

77　ゴヤ、フランシスコ（1746－1828）　羊の頭のある静物

78　デュゲ、ガスパール（1615－1675）　ローマのカンパ一二ヤ風景

79　ライト・オブ・ダービー（ライト、ジョゼフ）（1734－1797）　夕映えのネミ湖風景

80　ノールド、ヤン・ファン（1620頃－1676）　テベレ川を渡るクレリー

81マウルベルチュ、フランツ・アントン（1724－1796）　受胎告知

82　マンフレディ、バルトロメオ（1582←1622）　凱旋するダヴィデ

83　プリュードン、ピエール＝ポール（1758－1823）　眠れるローマ王

84　ハルス、フランス（1581～85頃－1666）リュウートを持った道化

85　フラゴナール、ジャン・オノレ（1732－1806）　乞食の夢想

86　ウードリー、ジャン＝パティスト（1686－1755）　静物

87　ランクレ、ニコラ（1690－1743）　水浴の楽しみ
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Ⅴ　描かれたルーヴルの歴史〔Nm88～99〕

ルーヴルの美術館の起源は、12世紀末フィリップ＝オーギュスト王の城塞に始まる。

その後、王の住居となり、16～17世紀にかけて拡張・増改築が行われた。なかでも16

世紀末、アンリ4世による「大計画」は今日のルーヴル宮のかたちを決定づけるもの

であった。つまり、ルーヴルとその隣にあったチュイルリー宮とを460メートルもの

長大なギャラリーで結びつけて、1つの宮殿にしようとしたものである。その後、ア

ンリ4世の暗殺によって工事は中断されたが、ルイ14世の時代に再会され、「方形

宮」ならびにファサード（宮殿正面部）建設、宮殿内部の装飾とともに宮殿の再整備

が行われた。17世紀後半にルイ14世がヴェルサイユに居城を移したため、工事は完成

されなかったが、放置されたルーヴルは王位アカデミーの活動の場となった。ルーヴ

ルはまた、国王のコレクションの公開の場ともなり、文化的役割を果たすようになっ

た0アカデミー会員の作品による定期的な展覧会「サロン」の名称は、大サロン．カ

レ（方形の問）からとられ、この種の展覧会が「サロン」と呼ばれたことはこれに由
来する。

ルイ16世の治世下に、ルーヴルは将来、博物館としての機能を果たす目的で修復さ

れ、作品が購入された。その後、ルーヴルはフランス革命直後の1793年8月10日、

「中央美術館」として創設され、旧王室コレクションを一般公開したことが歴史的な

起源となった。その後ナポレオンの登場や、王政復古など政治的・社会的変動を超え、

美術館としての体制と収蔵品の拡充がはかられ、世界の美術館として名実ともにその
体裁を整えた。

88　モメール、へンドリック（1623頃－1693）　ボン・ヌフから見たルーブル

89　ロベール、ユベール（1733－1808）　グランド・ギャラリーの改造計画

90　ロベール、ユベール（1733－1808）廃墟となったグランド・ギャラリーの想像図

91エ‾ム、フランソワ＝ジョゼフ（178ト1865）ルーヴルで1824年のサロン出品者キち
に褒賞を与えるシャルル10世

92　カ■スティリオーネ、ジュゼッぺ（1829－1906）　ルーヴル美術館のサロン．カレ

93　プリュードン、ピェール＝ポール（1758－1823）　ジュピターに懇願するディアナ

94　メニ工、シャルル（1768－1832）　フランス絵画の勝利

95　ミュレル、シャルル＝ルイ（1815－1892）　趣味
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（2）第45回特別展

花と鳥たちのパラダイス

ー江戸時代長崎派の花鳥画一

・内　　容／

花と鳥一このふたっは古来、パラダイス（楽園あるいは理想郷）のシンボルとして人々に深く

愛され、親しまれてきた。浦島太郎が訪れた龍宮城には四方四季の庭園があって、四季の花鳥を

一時に楽しむことができたという伝説は、そのことを端的に物語る。

花鳥画は、そのパラダイスの風情を室内にいながら楽しむことのできるインテリアとして発展

してきた。本展ではその長い歴史の中から江戸時代長崎派と呼ばれる画家たちの描いた写実的か

つ装飾的な花鳥画の流れを取り上げた。

享保16年（1731）、長崎へ降り立った一人の中図人画家・沈南森によって伝えられたこの新し

い花鳥画様式は、またたくまに日本中を席巻し、上は大名武家から下は庶民に至るまで、幅広い

階層の人気を得た。「パラダイスをもっと身近に」と願った人々の思いに支えられた、そのカラ

フルな諸相を概観した。

・会　　期／平成5年5月22日（土）～6月27日（日）

・会　　場／特別展示室1、南蛮美術室

・主　　催／神戸市立博物館・神戸新聞社

・後　　援／神戸商工会議所・「花あふれる街・神戸」実行委員会

・協　　賛／㈲神戸市公園緑化協会

・開館日数／32日

・入館者数／14，552人（455人／日）

．ズ¶　　　　　トーマス・マックナイト展

ポスター

・出品点数／121点

・同時開催／トーマス・マックナイト展

図録
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作　者　　Nn　　　　作　品　名　　　　　　　時　　代　　　　　　　　　　　　所　蔵　先

鋸幻巨浪離婚潤穣鹿尉

二
才
春
雷

三dt・事雷　インコ【己（¶人l■1

牒蘭啓率牒細呼塞診捧認郵

本勘幻‾け埴封の中期以降、長崎派と呼ばれた

画家美ちの花．ち二．帥l一献肌鋸．（を・集めます。

この画風は、掌楳購布（17封）長崎へ降－立っ

た中国人画家・沈南鰍こよって伝えられました日

章花や．叛獣を描く彼のミクロな衣矧こほ、明晰な

ギ実への志向が見られ、廿本ではそれが新鮮なス

タイルとして人気を博します。さらに彼の作品に

は、明瞭な吉祥的意味がありました。漢字の蕃適

による語Hあわせを使い、花鳥に託して中間のお

めでたいことわざを表現した画題の謎ときをする

楽しさも、彼地の文化に憧れる日本人にとっては

また魅力のひとつだったのです。

商銀に学んだ柏崎の画家・碩要∴　さらにその弟

予の架紫子i、森蘭斎、鈎車、寺ナ＿！井江裳らの登場で、

南新画風は甜葦から日本中へと広まります。のち

西洋画法を手かける‾司馬江漢や6ソJfi余の大名・

戸川忠翰（宇都硫蛸戊）など、さまざまな人々が

この画風の洗礼を受けました。本展はこうした画

家たちの糾介と、画題のi‾写附杓意味の解明を2つ

のテーマとして御覧いただきます。
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Ⅰ　沈甫蒜と中国から来た画家たち
●沈　南　歳1丹鳳朝陪図

2　芝仙祝寿図

3　双鶴繹寿図

4　月梅周

薙正13年（享保20・1735）

乾隆15年（寛延3・1750）
乾隆23年（宝暦8・1758）

．高　　　乾　5　白梅白頭翁図　沈早手賛
●高　　　釣　6　匹李花鳥図巻
．鄭　　　培　7　風牡丹図

8　バラ白頭翁図　竺庵浄FP賛　乾隆15年（寛延3・1750）
9　百虫図着　市河米庵壌・頼山陽廠
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長春富貴図

梅に白頭翁図
粛右図
芙蓉・梅に万年青図

ⅠⅠ　熊斐とその弟子たち
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・森　蘭　斎

・大友月湖・
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1

7
18
1
9
2
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2
1
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．
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㍑
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3

0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
諏
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4

清泉自鶴図

乾隆39年（安永3・1774）
乾隆46年（天明元・1781）
嘉慶10年（文化2．・1805）

落慶21・22年（1816・1817）

宝暦4年（1754）

一路功名国
仙鶴適齢回

登龍門図（桃に謄経国）
牡丹に蝶図

松嶋・吼々烏・桃図
一路功名図
墨牡丹図　染田親水贅寛政5年（1793）

森蘭寧・戸田恩給合筆　岩浪仙相国
森蘭青・文亀合筆　寿老人・鶴鹿図
双鶴国

劇i詭捉魚図

牡丹蝶周

若牡丹図

鷹帆々島国

墨牡丹図巷　柴野葉山題

雪中仙運図

紅牡丹圃

紅牡丹図

聯珠争光図

柳に鶏図

一路功名図

乗亀仙人・松竹鶴図

芙蓉双鴫・書中雄図

梅に金鳩図

雪笹図

紅白葡図

芭蕉太湖石白鮎図

旭日双鶴図

三千歳図

一路功名図

m　江戸の長崎派

●黒川亀玉　45　白梅黄鳥図

・三代黒川亀玉　46　葦に瀦翠図

●諸　葛　監　47　翠柳芙蓉白鷺小禽図

48　白梅バラ白頭翁図

49　海業白頭翁図

宝暦13年（1763）
宝暦14年（1764）

明和2年（1765）

明和7年（1770）
安永8年（1779）

寛娃4年（1751）
宝暦10年（1760）

明和8年（1771）

明和2年（1765）
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長崎市立博物館

長崎県立美術博物館
京都国立博物館

神戸市立博物館

長崎県立美術博物館

神戸市立博物館
長崎県立美術博物館
神戸市立博物館

神戸市立博物館

神戸市立博物館

長崎市立博物館

神戸市立博物館

神戸市立博物館

神戸市立博物館
神戸市立博物館

神戸市立博物館

長崎県立美術博物館

松浦史料博物館

神戸市立博物館

神戸市立博物館

長崎県立美術博物館

神戸市立博物館



作　者　　恥　　　　作　品　名　　　　　　時 代 所　蔵　先

・鸞　　脚　50　梅に綬借烏図
51芭蕉白頭翁図

・建部凌岱　52
53

・北山寒巌　54
・千葉龍ト　55

56

・司馬江漢　57
58

・鏑木樺渓　59
・広渡翻弄　60

61

五寿図

枯木群鷲図

木蓮文鳥図

牡丹に猫図

群禽図

渓流小禽図

′ヾラにサボテン図

柄に双禽図

挑鹿・巌浪双鶴図

双喝図　大田南畝賛

●渡辺玄対　62　鶴・寿老人図

・岡田閑林　63　松鶴図
64　水上桜図

Ⅳ　上方の長崎派
・柳沢決園　65
・伊藤著沖　66

・岸　　　駒　67
・三谷東亭　　68
・侠　　　山　69

70

71

・銭　必　東　72

・金谷三石　73
74

・三熊花一頃　75

・林　間　苑　76
・藤　九　鸞　77

・雄川白麟　78

蘭と洋梨図

枚鶴図

バラ白戦国

インコ図

梅に吼々烏図

百寿百福図

紫陽花群禽図

芥子小禽図

芙蓉鷹小禽図

一新柳吼々烏図

腰に娃図

芭蕉九官鳥図

鴛驚図

朝顔小禽図

Ⅴ　各地方へのひろがり
・佐々木原曹　79

・藤田錦江　80
81

82

・山田宮常　83
・鶴　　　洲　84

85

・雀　　　亭　86

・土方稲嶺　87
88

・洞　楊　谷　89
・岡　噸　山　90

・朝倉南曖　91

牡丹金鶏図

牡丹白頭翁図

白梅尾長鳥図

鉢南天に白頭翁図

牡丹に自演翁図

松上鶴図

白梅荒島図

牡丹岩小禽図

桃に金鳩図

白梅牡丹臥々烏図

菊慈童図

牡丹蝶・牡丹小魚図

木蓮にインコ図

Ⅵ　長崎の画人たち

・広渡湖秋　92　バラに鷹図
・枚井慶徳　93　海業白頭翁図

・渡辺秀之　94　松下双鶴図
・石崎融思　95

96

97

・渡辺鶴洲　98

●渡辺秀乾草　99

石崎融思・元徳合筆梅に黄鳥国

権に白頭翁周

桃に綬帝鳥図

菊右図

群禽図

寛政4年（1792）

宝暦9年（1759）
明和元年（1764）

明和5年（1768）

宝暦8年（1758）

文化4年（1807）

安永2年（1773）

幅
幅
幅
幅
幅
幅
幅
幅
幅
幅
幅
蛎
崎
振
幅

l

 

l

　

】

▲

　

ヽ

▲

　

1

　

3

　

1

　

1

　

1

　

1

　

2

　

1

　

3

　

1

　

1

色
色
色
彩
彩
色
色
彩
色
色
色
彩
色
色
色

著
者
書
状
淡
著
者
決
着
著
者
淡
著
著
者

本
本
本
本
本
本
木
本
本
本
本
本
本
本
本

縞

紙

絹

紙

紙

細

絹

綱

絹

縞

紙

紙

絹

純

絹

幅
幅
幅
幅
幅
幅
賠
幅
幅
幅
暗
幅
幅
幅

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

色

画

色

色

彩

画

色

色

色

色

色

色

色

色

着
墨
書
著
淡
墨
著
者
著
者
著
者
著
者

本
本
本
本
本
本
木
本
本
本
木
本
本
本

絹

紙

縮

約

妖

紙

鍋

絹

縮

絹

絹

絹

細

絹

幅
幅
幅
幅
悔
悟
幅
幅
振
幅
幅
幅
幅

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

　

1

　

2

　

1

色
色
色
色
色
色
画
色
色
色
色
色
色

著
者
著
者
著
者
墨
著
者
著
著
書
二
者

本
本
本
本
木
木
本
本
木
本
木
本
本

絹

絹

綿

縞

縮

絹

絹

鯛

絹

絹

縞

純

絹

絹本着色

絹本着色

絹本着色

文政10年（1827）融思補筆　絹本着色
文政2年（1819）

天保4年（1833）
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絹本着色
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絹本着色
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神戸市立博物勾

神戸市立博物句

長崎県立美術博物句

神戸市立博物旬

大阪市立博物命

長崎県立美術博物肇

神戸市立博物創

神戸市立博物餞

京都国立博物餞

長崎県立美術博物鰯

神戸市立博物餞

長崎市立博物鰯
長崎県立美術博物錦

長崎市立博物錦

長崎市立博物郎

作　者　　恥　　　作　品　名　　　　　　時　　代　　　　　　　　　　　所　蔵　先

．村田鶴阜100　七福神図

Ⅶ　とのさま芸の世界

．柳沢伊信101牡丹金鶏図
102　牡丹小禽図

●柳沢旦之103　水仙に白頭翁囲（寄合画帖のうち）
．大久保息債104　白鷺群敵国

．池田宗政1帖　バラ白頭翁図

・浅野量産l鮪　牡丹図
・松平頼滞107　白梅白鞘周
・於平素完108　牡丹蝶図

1的　秋叢草露図

・董　九　如110　仏手柑に白剛図
・董　　　烈111菊に文鳥図
・戸田息翰112　日鷲追兎図

113　枚に白鷹図

114　風牡丹図
115　白オウム図

・戸村養通116　贋に白兎翁図

・三浦誠次117　牡丹図

Ⅷ　珍1猷図巷

●小原慶・山

●荒木◆元慶

■広渡湖秋

．服部雪‾斎

図巻
巻
巻
鶏

図
図
図
に

禽
類
獣
萄

朱
鳥
鳥
葡

l＄
1
9
卸
2
1

特別出品
特1　松暖国雛屏風
特2　小原慶山草　桐に鳳凰図

参　　考

参1　森蘭斎筆　一路功名図梅香
参2　森蘭東署　蘭済南諾　両部・竹部

参3　森蘭斎編　蘭斎商議　後編
参4■　宋紫石鳶扁画載後八種四体蒋松平乗完序

参5　千葉龍卜筆　源氏活花花論之巻
参6　千葉龍卜筆　源氏活花切紙皆伝巻
参7　西紀二毛船生類直組帳

明和2年（1765）
明和2年（1765）

享和3年（1803）
寛政2年（1790）

寛政7年（1795）

寛政5年（1793）

天明5年（1785）
寛政2年（1790）
寛政10年（1798）
文化2年（1805）

明治2年（1869）

天明2年（1782）

享和2年（1802）
安永8年（1779）

寛政8年（1796）
寛政2年（1790）
寛政元年（1789）
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柳　沢　文　庫
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広島膿立美術館

神戸市立博物館

長崎県立美術博物館

神戸市立博物館

長崎県立美術博物館

長崎県立美術博物館

粧本金地着色　1両

枕木金地着色　5両　長崎市立博物館

手　　書　1枚
木版色摺

木版色摺

木版色摺

手　　書

手　　書

手　　書

8冊　神戸市立博物館
4冊　神戸市立博物館

5冊　於浦史料博物館

1冊　柳　沢＿　文　庫
1巻　柳　沢　文　庫

1冊　神戸市立博物館



（3）第46回特別展

栄光のオランダ絵画と日本展
一日本にいちばん近かった西洋一

・内　　容／

日本とオランダが最も積極的に通商した17世紀の時代背景とオランダの風俗を示す「黄金時代」

の油彩画と古地図の名品を展観、あわせて、ハーグ派からファンゴッホに至る18～19世紀のオラン

ダ独自の美意識を示す風景画を展示し、オランダ絵画の流れを概観した。またオランダ絵画の影響

を受けた司馬江漢をはじめとする江戸時代の日本の洋風画や、日本製の古地図を展示し、オランダ

絵画のヴィジョンや新しい世界観の受容と日本での変様の状況を明らかにした。はかに日蘭交流に

よって生まれた漆器、陶磁器などの絵画表現がなされた工芸品も展示し、幅広い視点でオランダと

の交流をとらえようとした。

当館所蔵の「泰西王侯騎馬図」の原図となった騎馬図の描かれた古地図「1646年版プラウ大型世

界地図」、ゴッホのオランダ時代の名品「日没の風景」や「アムステルダムの運河の景」アルル時

代の「麦畑」、「解体新書」の扉絵、レンブラントのエッチング「自画像」などオランダ国内18ヶ

所の美術館・博物館や個人所蔵家から厳選された貴重な作品が出品された。

・会　　期／平成5年7月24日（土）～9月19日（日）

・会　　場／特別展示室、南蛮美術室

・休館　日／毎週月曜日

・主　　催／神戸市立博物館・たばこと塩の博物館・朝日新聞社

・後　　援／外務省・文化庁・オランダ大使館・㈲日蘭学会・アムステルダム歴史博物館

・特別協賛／ダイエー

・協　　力／KLMオランダ航空会社

・入館料（当日・一般）／1100円

・開館日数／50日

・入館者数／39，073人（781人／日）

・出品資料／17～19世紀のオランダの油彩画の名品40点、素描・版画15点

17～19世紀の陶器・漆器・古地図の名品　45点　計100点

・記念講演会／平成5年8月7日（土）

成瀬不二雄（大和文筆館次長）「江戸の洋風画家・司馬江漢」

平成5年8月28日（土）

西村規矩夫（関西大学文学部教授）「17世紀オランダ絵画と寓意」

・同時開催／タイムトンネル神戸（アーキテクチャア・フェア神戸）

－まちと建築のうつりかわり展一

平成5年7月17日（土）～9月19日（日）

－18－
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■　展示構成

（1）オランダの黄金時代の名画－17世紀のオランダー

くオランダ人の暮らしをあらわす〉

ヤン・ステーン、ピーテル・デ・ホーホ他

〈オランダの風景一海・河口・砂丘〉

ヤコブ・ファン・ロイスダール、ヤン・ファン、ホーイエン、ヤン・ファン・デル．ヘ

イデン、マイデルト・ホッベマ

く18～19世紀のオランダ風景〉

ヨンキント、ファン・ゴッホ

（2）新たな世界観

地理学の発展を資料でたどる。

（3）東洋と交流で生まれた美術工芸－17～19世紀一

絵画、陶磁器、漆器の新資料で、交流する美意識と日本とオランダの相互交流をあとづけ
る。

ポスター

－2　0－

図録

栄光のオランダ絵画と日本展
1608年、リーフデ号が現在の大分県の臼杵に漂癒し・日本とオランダとの交流の歴史が始ま

りました01639年以後の鎖国時代にはいると・オランタは日本にとって西洋文化を摂取する唯一
の国となり、日本にとって一番近い西洋となりました。

本居は、日本とオランダが蝦も積極的に通商した17世紀の時代背寮とオランダの風俗を示

すr黄金時代」の油彩画と古地図の名品を展観し、たします。あわせこハーグ派からフアン・ゴッ

ホに至る柑一柑世紀のオランダ独自の美意識を示す風緊画を展示し、オランダ絵画の流れを

横鰐するものです○アムステルダム国立美術鼠アムステルダム歴史博物臥ポイマンス・フア
ン・ブーニンへン美術館、ハーグ市立美綺館、レンブラント八イスほか・オランダ諸阻個人所蔵

家の厳選した作品を展示いたします。
こうしたオランダ絵画やオランダ製の古地図とを比較する曹陳から、オランタ絵画の影等を

受けた司馬江漢をはじめとする江戸酎代の日本の洋風画や、日本製の古地園を展示し、オラン

ダ絵画のヴィジョンや新しい世界観の受容と日本での変様の状況を明らかにします。

平賀源内や司馬江漢が本格的なオランダ給圃をもし見ることかできたら、日本の洋風画はど
ぅ変わっただろうか・という問いかけから本展は出発しています。ほかにオランダ絵画だけでな

く、交流によって生まれた漆乱陶磁器などの絵画表現がなされた工芸品も展示し・幅広い視点

でオランダとの交流をとらえようとする展箆会です○

「ァイ露からのアムステルダムの闇Jルドルフ・バクハイゼン
オランタ恩人密

r麦畑jフィンセントつアン・ゴッホ／プア財団

r田窃的天井圏の一部Jヘラルトデウイレツセ
アムステルタム歴史博物竃

r日没の風景】フィンセントフアン・ゴッホ
ユトレヒトセントラール菜節臨

r冬の川の風預」フアン・デル・ネール
アムステルダム歴史博物餞

rl由8年廠大畠垣夕軸量感J（威分）もヨ吏シ・ラうう／プリンス：へントリック蒋津鱒切喀

r泰西王侯痴馬臥（野分）／神戸市立隠物密

「母子佳素描」レンブラント・フアンルイン
レンブラント八イス

r鍔猫工臨緊縮Jヤン・ラウケン
アムステルダム歴史博物健

】
l

一　 般 大 学 生 高 校 生 小 中 生

当 日 料 金 1，10 0 円 9 5 0 円 8 0 0 円 3 5 0 円

極 売 料 金 95 0 円 8 0 0 円 6 5 0 円 3 0 0 円

団体 料 金 80 0 円 70 8 円 4 5 0 円 2 5 0 円

如司体は38人以上

・畢－ キテクチュア・フェアKOBE

タイムトンネル神戸
－まちと建築のうつりかわり展－

平成5年7月17日出、9月1g日払
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■主な作品

◆17世紀絵画

●レンブラント・ファン・レイン　「母子像素描」

●へ－リット・アドリアンス・ベルクハイデ

「アムステルダムの花市場」

※オランダ絵画の名品

●サロモン・ファン・ロイスダール

「ドルトレヒトの眺望」

●ガプリエル・メツー 「猟師のプレゼント」

※国立美術館に常設されている名品。

●ヤコブ・ファン・ロイスダール　「浅瀬」

（アムステルダム歴史博物館蔵）

（アムステルダム歴史博物館蔵）

（ポイマンス・ファン・ブーニンへン美術館蔵）

（アムステルダム国立美術館蔵）

（アムステルダム国立美術館蔵）

●メルヒオール・ドンデクーテル

「アムステルダム市庁舎と鳥のいる象徴的情景」1670年（アムステルダム歴史博物館蔵）

藻寓意を示すオランダ絵画の名品

●ピーテル・デ・ホーホ

●ヤン・スーテン

「母子のいる室内」（アムステルダム歴史博物館蔵）

「陽気な来訪」　　（アムステルダム歴史博物館蔵）

◆18－19世紀絵画

●ヘラルド・デ・ライレッセ

「寓意的天井画の一部」　　　　　　　　　　（アムステルダム歴史博物館蔵）

※日本に彼の『画法書』が影響を与え、江漢の洋風表現ともかかわった。

●フィンセント・ファン・ゴッホ

「アムステルダムの運河の景」1885年　　　　　　（デ・ヴア財団蔵）

※ゴッホ唯一のアムステルダム風景。小品ながら重要。

●フィンセント●ファン・ゴッホ　「麦畑」　　1888年　（デ・ケア財団蔵）

●フィンセント●ファン●ゴッホ　「日没の風景」1885年（ユトレヒト・センドラール美術館蔵）

＊明暗の効果を用いたオランダ時代のゴッホの名品。日本初公開。

●ヨハン・パルトホルト・ヨンキント

「ロッテルダム近郊の風車」1857年

●ヤン・へンドリック・ヴァイセンプルフ

「風景」

（アムステルダム国立美術館歳）

（ハーグ市立美術館歳）

◆漆器・磁器

●蒔絵カーバ神殿図ブラケット（漆板）　　　　　　（グローニンゲン美術館蔵）

※江戸時代、長崎でつくられたメッカのカーバ神殿図の飾板の里帰り。

●染付帆船ティーポット　　（有田焼）　　　　　（グローニンゲン美術館）

◆古　地　図

「1646年版　プラウ大型世界地図」　　　　　（プリンス・へンドリック海洋博物館蔵）

※「泰西王侯騎馬図」の原図となった騎馬図をもつ大型地図○オランダから外に出たことのない秘蔵の

逸品

ー2　2－

■オランダ側借用先

アムステルダム国立美術館

ボイスマンス・ファン・ブーニンへン美術館（ロッテルダム）

ァムスチルダム歴史博物館

デ・プア財団

アート・ギャラリー・P．デ・プア

アート・ギャラリー・ロブ・カッテンプルフ

ユトレヒト・セントラール美術館

ハーグ市立美術館（デン・ハーグ）

レンブラント、イス（アムステルダム）

グローニンゲン美術館

プリンス・ヘンドリック海事博物館（ロッテルダム）

デン・ハーグ国立中央文書館

アムステルダム演劇博物館

アキステルダム市立公文書館

・アムス■テルダム国立海洋博物館

アムステルダム大学図書館

アトラス・ファン・ストーク（ロッテルダム）

ライデン大学図書館

■オランダ側借用作品

Ⅰ．油彩画

（アムステルダム国立美術館〉

0－1浅瀬

0－2　川の風景

0－3　月夜の風景

0－4　川の風景

0－5　森の風景

0－6■陽気な来訪

0－7　猟師のプレゼント

0－8　ロッテルダム近郊の風車

絵　画（油彩画）

絵　画（油彩画）

絵　画（油彩画・素描）

絵　画（油彩画）

絵　画（油彩画）

絵　画（油彩画）

絵　画（油彩画）

絵　画（油彩画）

絵　画（ェッチング．・素描）

工芸品（漆器・磁器）

地　図

地　図

絵　画（日本画）・のぞき眼鏡・眼鏡絵

絵　画（日本画）

地　図・銅版画

地　図

地　図

図　書

以上18か所

ロイスダール、ヤコブ・ファン

ディースト、ヒエロニムス・ファン

ボルサム、アントニー・ファン

アシェ、ピェール・ヤン・ファン

ケッセル、ヤン・ファン

ステーン、ヤン

メツー、ガプリエル

ヨンキント、ヨハン・パルトルト

（ポイマンス・フアン・ブーニンへン美術館〉

0－9　ドル▼トレヒトの眺望

0－10　海の風景

0－11村の祭り

0－12　パイプを持つ自画像

ロイスダール、サロモン・ファン

フリーヘル、シモン・デ

ドローフスロート、ヨースト

コッデ、ピーテル

2　3－

油彩

油彩・板

油彩・板

油彩・板

油彩・キャンパス

油彩・キャンパス

油彩・キャンパス

油彩・キャンバス

油彩・キャンバス

油彩・キャンバス

油彩・キャンパス

油彩・板

67．5×85

31．5×37・

38　×49．5

26．5×40

58　×73．5

68．5×99

51×48

42．5×55

49　×59．8

64．5×100

113．5×170

29．6×24



（アムステルダム歴史博物館〉

0－13　農家のある風景

0－14　冬の川の風景

0－15　アムステルダムの花市場

ホッベマ、マインデルト　　　　　　油彩・キャンバス

ネール、アールト・ファン・デル　　油彩・キャンバス

ベルクハイデ、へ－リット・アドリアーン

0－16リースライスのプリンセン運河　　ノームス、ライニール

0－17　アムステルダム市庁舎と鳥のいる象徴的情景

ドンデクール、メルヒオール

0－18　聖アントニウス堤防の決壊－1651年3月5日から6日の間の夜－

スへリンクス、ウィレム

0－19　冬景色　　　　　　　　　ペールストラーテン、J．A．

0－20　母子のいる室内　　　　　　ホーホ、ピーテル・デ

0－21夫妻と二人の子どものいる室内　デ・台ン7、L

0－22　天井画の一部　　　　　　　ライレッセ、ヒラルト・デ

0－23　アムステルダムの寓意　　　ライレッセ、へラルト・デ

0－24　デ・ポーレンウェータリングの運河沿いの家

コンプ、ヤン・テン

0－25　風景

0－26　冬の川の風景

0－27　クレムポールの眺め

0－28　ゲイン風景

（ヴ7財団〉

0－29　アムステルダム運河の風景

0－30　麦畑

0－31花のある静物

けア■・アートギャラリー〉

0－32　静物

0－33　花のある静物

ハルスウイト、ヤン

スヘルフハウト、アンドリアス

グライブ、ヨハン・コンラット

ラウロフス、ウィレム

ゴッホ、フィンセント・ファン

ゴッホ、フィンセント・ファン

ボサールト、アンプロシウス

アンドリエンス、へンドリック

デ・へ－ム、ヤン・ダーヴィツ

（アートギャラリ・ロブ・カッテンプルフ〉

0－34　海の風景　　　　　　　　バクハイゼン、ルドル7

0－35IJからアムステルダムの眺めバクハイゼン、ルドルフ

0－36　鯨揺りの風景

（ユトレヒト・セントラール美術虎〉

0－37　日没の風景

（ハーグ市立美術館〉

0－38　羊のいる風景

0－39　風景

31．5×44

54．5×63

油彩・キャンバス　　45　×61

油彩・キャンバス　　52　×67

油彩・キャンバス　183．5×矧

油彩・キャンバス

油彩・キャンパス

油彩・坂

油彩・キャンバス

油彩・キャンバス

油彩・キャンバス

47‾　×68

62．5×88．

36．5×42

72．5×63．

183×233

46．5×64

油彩・坂　　　　　　44．5×64

油彩・キャンバス　　68　×91

油彩・板　　　　　17．5×22

油彩・板　　　　　　37．5×56．

油彩・キャンパス　　26　×44．

油彩・板　　　　　18　×24

油彩・キャンバス　　50　×61．j

油彩・銅版　　　　25．×18

油彩・キャンバス　　65．2×86」

油彩・銅版　　　　　34．2×43．；・

油彩・キャンパス　　56　×86

油彩・板　　　　　　48　×67．j

サルム、アンドリアーン・ファン・デル油彩・坂　　　　　　54　×80．王

ゴッホ、フィンセント・ファン　　油彩・キャンパス　53．3×92．‡

マウヴェ、アントン　　　　　　　油彩・キャンバス

ヴァイセンプル7、ヤン・へンドリック　油彩・キャンバス

－24－

59　×108

72．5×103

Ⅱ．素描・エッチング‾

（レンブラントハイス〉

（神戸）

D＿1子どもを抱く女性

D－2　人物習作

D＿3　レンブラント全身像

D＿4　子どもを抱く女性

レンブラント

レンブラント

レンブラント

マース、ニコラス

（東京）

D－5　モンテルバーンストーレンの眺め　　　レンブラント

D－6　アムステルダム旧市庁舎の廃墟　　　レンブラント

（共通）

E－1サスキアといる自画像

E－2　自画像

（アムステルダム歴史博物館〉

D－7　山高帽子をかぶる男の横顔

D－8　二人の人物習作

D＿9’毛皮の帽子の男

D－10　乎帽の男

D＿11悲しむ女の習作

D＿12　子どもを立たせる女

D－13　平帽をかぶる女の横顔

D－14　母子像

D－15　神学者たちの議論

ラウケン父子「人間の職業」より

Dこ16　タイトルページ

D－17　錫細工職人

D－18　帆布職人

D－19　尿なめし職人

D－20　水夫

D－21樽づくり職人

D－22　籠っくり職人

D－23　蝋鱒つくり職人

D－24　泥炭採掘人

レンブラント

レンブラント

レンブラント

レンブラント

レンブラント

レンブラント

レンブラント

レンブラント

レンプラン■ト

レンブラント

レンブラント

ラウケン父子

ラウケン父子

ラウケン父子

ラウケン父子

ラウケン父子

ラウケン父子

ラウケン父子

ラウケン父子

ラウケン父子

（アムステルダム国立美術館・国立版画陳列室〉

E－3　セント・マリー岬近くの英蘭海戦図

E－4　ニュー・フォアランド近くでの第二次英蘭戦争の海戦図

－25－

インク・紙　　　　10．4×8．7

黒チョーク・紙　　13．3×23．1

インク・紙　　　　　20．3×13．4

赤チョーク・紙　　　8．9×4．1

インク・紙　　　　14．5×14．4

赤キョーク、インク・紙15　×20．1

エッチング　　　　　10．4×9．5

エッチング　　　　　20．5×16．4

1027

10273

10274

10270

10272

18021

10275

18147

10276

13363

13390

13403

13424

13460

13404

13373

13406

13440

サリエト

5．3×5．7

5．3×3，4

6　×6．3

6　×4．9

5．5×4．8

8．7×7．7

4．8×4．6

8．4×8．1

9．6×8．4

13．1×9

9　×7．6

9　×7．5

9　×7．5

9　×7．6

9　×7．6

9　×7．8

9．1×7．5

8．9×7．3

エッチング

A．ツイルフェルト　　　エッチング



1677年　　羊皮紙に銅版手彩　　71，5×90．0
皿．里帰り日本絵画

くアムステルダム演劇博物館〉

J－1　出島でのにわか芝居の様子　　　　　　川原慶賀

J－2　同上

（アムステルダム市立公文雷虎〉

J－3　出島でのにわか芝居の様子

J－4　同上

J－5　同上

J－6　同上

J－7　同上

Ⅳ．工芸品

くグローニンゲン美術館〉

（漆器）

L－1　蒔絵山水文ナイフ入れ

L－2　蒔絵楼閣山水図皿

L－3　蒔絵鳥に山水図皿

L－4　蒔絵観瀧図皿

L－5　蒔絵山水図五稜形皿

L－6　蒔絵カーバ神殿図漆板

L－7　蒔絵肖像図ブラケット　3枚のうち1

．L－8　蒔絵肖像図ブラケット　3枚のうち2

L－9　蒔絵肖像図ブラケット　3枚のうち3

L－10　青貝細工に蒔絵オランダ風景図箱

L－11青貝細工山水文煙草入

L－12　青貝細工出島図煙草入

L－13　蒔絵富士図煙草入

（磁器）

P－1伊万里染付埠頭小皿

P－2　伊万里染付帆船図ティーポット

P－3　伊万里染付帆船図八角鉢

V．地　　図

（テン・ハーグ国立中央文書館〉

M－1世界都市図帳

京都　　　　　　19世紀初期

京都　　　　　　18世紀初期

京都　　　　　　18世紀初期

京都　　　　　　18世紀初期

京都　　　　　　18世紀初期

長崎　　　　　　18世紀末期

長崎　　　　　　1780－1800

長崎　　　　　　1780－1800

長崎　　　　　　1780－1800

長崎18世紀末期から19世紀初期

長崎　　　　　　19世紀前半

長崎　　　　　　19世紀中期

長崎　　　　　　19世紀中期

田
　
田
　
田

有
　
有
　
有

18世紀前半

22．5×20．9　高37．！

径36　高4

径35．8　高4．2

径10．9　高1．8

32．7×29．5　高3，3

17．2×5．4

12．3×9．1

12．3×9．1

112．3×9．1

28．5×23．5×7．2

13ご7×8．3×2．5

14　×　8　×2．5

23．5×　8－×2．5

12．5×11

18世紀　　　　径7　高11．5

17世紀後半　　径22－23　高10．

川原慶賀

川原慶賀

川原慶賀

川原慶賀

川原慶賀

川原慶賀

ブラウン＆ホーへンベルク　　1572年　　　　銅版　　18．3×57．5

M－2　ヨーロッパ海域航海用の海図付水夫ガイド

ワーへナール　　　　　　　　1584／85年　　銅版　　　32．5×51．C

M－3　ヨーロッパ海岸線の航海図　ウイレム、ピーテル、ヨアン・プラウ

ー2　6一

M＿4　航海者のためのトンキン湾～台湾間の水路図

ヨアン・ネセル 1658年　　羊皮紙に手書　　　　74．0×99．0

M＿5　航海士のためのパタグィア～日本間の海図

ヨアン・プラウ　　　　1687年　　羊皮紙に手書　　　　75．0×93．5

M＿6　航海誌（初版1602年）　　　オリバT・ファン・ノールト

1糾4～46年　　銅版　　14．7×22．5

M＿7　日本北方水域発見の手書き海図　アイザック・デ・ダラーフ

C．1700　紙に手書き図　　　52．0×73．5

M－8　ベルナンブコの風景

M－9　新旧の東インド地域

けムスチルダム国立海洋博物館〉

M＿10　Sluis（スラウス沖）の海戦

くプリンス・・ヘンドリック海洋博物館〉

M－11世界地図

M－12　地球儀

（アムステルダム大学匝雷館〉

M－13　オランダ語聖書

M－14　世界の諸都市と衣裳

フランス・ポスト

プラウにより1645年出版　　　銅版　　　39．0×51．0

フランソワ・ファレンタイン　1726年　　　　銅版　　　28．3×19．0

ハンス・レム

ヨアン・プラウ

G＆L・ファルク

ファン・ザンテン

カルロス・アラルド

くアムステルダム国立美術館・国立版画陳列室〉

M－15　第二回簡英戦争の四日間戦争　　ジールフェルト
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1603年　　　　銅版　　　52．0×93．0

1645－46（初版1619年）銅版　　176．5×281，5

1715年　　　銅版　　　　径46

1682年　　　銅版手彩

1695年頃　　銅版　　　22．3×28．6

銅版　　　42．0×44．0

展示作品は一部変更することもあります。



『　日本側借用作品

絵　画

1泰西王侯騎馬図（重文）

2　西洋婦人図

3　77ン・ロイエソ筆花鳥図模写

4　異国風景人物図

5　相州鎌倉七里浜図

6　異国工場図

7　駿州相原富士図

8　ヨーロッパ製反射式のぞき眼鏡

9　司馬江漢製反射式のぞき眼鏡

10　両国橋図

11三園景図

12　頻海都城図

13　花龍と蝶図

14　花鳥と阿蘭陀風景図

15　長崎港図（初公開）

16　紅毛婦人図

17　今戸瓦焼図

18　浮世絵阿蘭陀東南湊図

19　二十四孝童子鑑　董永

20　六玉川の内　高野の玉川

書　籍

1「和蘭通舶」

2　「解体新書」

3　ライレヮセ大画法書

4　ヨンストン動物図鑑

5　銅版諸国馬画集

6　紅毛雑話

平賀源内

谷　文晃

司馬江漢

／′

／′

′′

司馬江漢

′′

荒木如元

若杉五十八

ノ′

川原慶賀

石川大浪

亘巨欧豊田善

歌川豊春

歌川国芳

鈴木春信

司馬江漢

小田野直武挿図

ラルッセ

ヨンストノ

リーティン万一

森島中良

一28－

紙本着色

油地油彩

紙本着色

絹本油彩

紙本署色

絹本油彩

絹本淡彩

紙本銅板筆彩

／′

油地油彩

紙本著色

′′

紙本署色

紙本着色

絹本油彩

木版色摺

′′

木版

′′

銅版

／′

ノ′

木版

神戸市立博物館

′′

ノ／

′／

′′

ノ′

ノ′

′■

′′

〝

′′

／′

ノ′

′′

′′

′′

〝

／′

／′

′′

21鷹匠図

22　湖辺遊禽図

23　蘭人鷹狩図

24　和蘭船唐船図

25　オランダ銅版画貼雄図巻

26　青貝蒔絵雛形控（安政3年）

27　青貝蒔絵雛形控（明治11年）

28　品川富士遠望図

29　西洋銅版画24枚

30　阿蘭陀人殺生図

31海上朝　図

32　異国風景図

33　皮工図

34　鳩とインコと木蓮図

35　西洋特進図

36　西洋埠頭図

37　オランダ馬図

38　総州利根川河今井渡図

39　アムステダム風景図

40　海浜漁夫図

41西洋室内人物図

42　西洋人物風景図

43　年追図

44　西洋銅版画3枚

45　歴史的年代記

46　獅子図

47　江戸名所図眼鏡絵

48　セントヘレナ島図模写

工芸品

45点

若杉五十八

司馬江漢

荒木如元

石崎融思

司馬江漢

司馬江漢

ノ′

〝

′／

′／

′′

′′

′′

ノ／

／′

′′

′′

／′

宋紫石

伝小田野直武

原在明

一2　9－

布地油彩

紙本油彩

布地油彩

絹本油彩

銅版

紙本塁画

紙本着色

銅版

銅版

絹本油彩

紙本墨絵淡彩

紙本銅版筆彩

絹本油彩

絹本墨画

絹本着色

絹本油彩

絹本着色

′／

紙本油彩

絹本著色

紙本墨画

絹本着色

銅版筆彩

銅版

絹本著色

紙本署色

紙本署色

長崎県立美術博物館

′／

長崎市博

／′

〝

′′

／′

個人蔵

徳川美術館

個人蔵

個人蔵

′′

〝

′／

ノ′

′／

′′

ノ′

′′

′／

ノ′

′′

松浦資料博物館

大和文筆館

個人蔵

個人蔵



アブラハム・オルテリウス（Abraham Orterius）『地球の舞台（Theatrum Orbis

Terrarum）』

A．オルテリウス

1570年

銅版手彩

41．0×28．5cm

神戸市立博物館

フィッセル改定ブラウ世界図模写図

江戸時代後期（18世紀末）

160．0　×295．0　cm

手書手彩

神戸市立博物館

神戸の四大陸図屏風のモデルとなったファルクのアジア図

G．ファルク

C．1695

銅版手彩

神戸市立博物館

世界四大州図人物図屏風（部分的にオランダの地図や版画を基礎としている）

江戸時代後期（18世紀末）

六曲一双屏風

各164．0　×364．0cm

神戸市立博物館

ファルク地球儀に基づく日本製世界地図「和蘭新定地球図」

江戸時代中期（18世紀前半）　（神戸会場のみ）

手書手彩

25．5×247．0cm

大阪府立中之島図書館

地球分双卯酉五帯之図

沢田員矩

宝暦九年（1759）

手書手彩

各81．5×18．0cm

神戸市立博物館

11枚

【3　0－

7　　ピエール・モルティエ（PierreNortier）世界地図

1721年？

銅版手彩

57．0×97．0cm

神戸市立博物館

文献：Shirley621

8　　司馬江漢のモルティ工を基礎とした世界地図「地球図」

寛政4年（1792）

銅版手彩

55．4×86．4cm

神戸市立博物館

司馬江漢のモルティ工を基礎とした地球儀

文化7年（1810）

木製、漆塗りに密陀がけ

径45cm

永青文庫（東京）

－31－

地　図
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（4）第47回特別展

太山寺の名宝展

・内　容／

太山寺（神戸市西区伊川谷町前開）は寺伝によると、藤原鎌足の子・定恵和尚が開山、その

孫・宇合が開基となり、霊亀2年（716）に創建されたと伝える天台宗有数の古刺である。最も

隆盛をきわめたのは鎌倉時代で、その時代に再建された国宝の本堂をはじめ、美術工芸品で16

件83点に及ぶ重要文化財を伝えていることでも知られている。

当館は、太山寺の全面的な協力を得、指定文化財はもちろん、従来あまり知られていなかっ

た未指定のものも含め調査を実施、新たに多数の文化財を確認することができた。

今回の特別展は、この調査に基づき開催されたもので、初めて展示される作品を含め100件

の資料で構成された。その中には全国的にみて珍しく貴重なものが多数あり、太山寺が誇る名

宝の数々を通し、神戸の豊かな歴史や文化をあらためて紹介した。

・会　期／平成5年11月3日（水・祝）～12月19日（日）

・会　場／南蛮美術室、特別展示室　2　　　・開館日数／32日

・休館日／毎週月曜日、11月16日（火）　　　・入館者数／18，667人（467人／日）

・主　　催／神戸市立博物館・神戸新聞社　　　・出品件数／100件

・入館料（当日・一般）／800円

・記念講演会／平成5年11月6日（土）

石田善人（岡山大学名誉教授、神戸女子大学文学部教授）

「太山寺と伊川荘」

平成5年11月27日（土）

古橋明穂（神戸大学文学部助教授）「太山寺の仏教美術」

・同時開催／西洋人が描いた日本地図展

ポスター



太山寺の名宝展

特別展太ム奇の名窒息
大山等（神戸市西区伊川谷町）は国宝の本堂をはじめ多くの堂塔がならぶ天台

宗の大利でも16件83点におよぶ重要文化財が伝来していますが、これら以外

にどのような文化財が伝えられてきたのか、これまで十分には知られていませ

んでした。本館では太山寺の全面的なご協力をいただき、寺宝の調査を実施、

数々の貴重な文化財を確認することが出来ました。今回の特別展はこの調査に

もとづき開催されるもので、約90件の資料で構成されまれ　その中には、一木

造で等身大の四天王立像、神像・狛犬、絵画では仏狽曳貰轟・吉野塁茶確など、

注目すべき作品が初公開されます。

●主な展示資料

重文　絹本着色　法華漫談碇図

亜文　絹本着色　釈迦三尊像

重文　絹本着色　楊柳観音像

重文　絹本著色　不動二慶子億

木造　　　普賢菩薩騎象煉

刺繍　　　両界曳茶羅図

重文　色々戒腹巻

蒐文　紙本墨書　大塔富令旨及注進状

（粍期間中、展示骨があります）

▲絹本香色　愛染望茶羅固く盈要文化財）（部分）

▲紅本塁審　妙法蓮華徳（重要文化財）

▲本堂（国宝）

－3　4－

一般 大学生 高校生 小中生

当日料金 800円 700円 550円 300円

前売料金 700円 600円 5∞円 250円
団体料金 600円 508円 300円 150円

▲本選　四天王立像のうち瑚

▲絹本煎色　両界垂茶羅囲（重要

▲遜西淡彩　山水凰郎

≪絵

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

◎
◎
　
　
◎
◎
◎
◎

◎
　
　
◎
◎

◎

材　質

“
≠
″
′画

出品日銀

資　　　料　　　名 員数　　　時　代　　　　所　蔵　品

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

著
者
著
者
著
者
著
者
著
者
著
書
著
者
著
者
著
者
著
者

本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本

絹
絹
絹
絹
絹
絹
絹
絹
絹
絹
絹
絹
絹
絹
純
絹
絹
絹
絹
紙

21　　絹本着色

22　　　絹本着色

23　　　絹本着色

24　　　絹本着色
25　　　絹本着色

色著本絹

27　　　絹本着色

28　　　絹本着色

彩淡画
彩
彩

墨
淡
淡

本
本
本

紙
紙
舐

≪彫　刻〉

32　　　木

33　　　本

34　　　本

35　　　本

36　　　本
37　　　木

38　　　本

39　　　木

40　　　本
参考2◎木

造

道

道

造

造

造

造

造

造

造

両界里奈羅

両界里香羅

仏眼塁茶羅

愛染皇茶羅

不動明王二童子像

不動明王四童子像
十一両観音像

四仏尊像（諸尊集会図）

法華星茶羅

普賢菩薩像
釈迦三尊像

十六羅漠像

羅漠像

仏捏牢固

金剛埠十六善神像
阿弥陀三尊来迎図

十三仏図

楊柳観音像

山王垂速星苓羅

三十番ネ申図

吉野豊茶羅
三宝荒神像

伝役行者像
渡唐天神図

珂梨政摩像

天台大師像

慈覚大師像

伝定悪和尚像
山水図屏風

天神図　　　　狩野常信筆

文殊奉経図　　卓峯道秀筆

四天王立像

大日如来坐像

四天王立像

不動明王立像

普賢菩薩騎負性
伝三浦権現坐像

狛犬

聖徳太子立像

宝恵和尚坐像

阿弥陀如来坐像

双幅　　鎌倉時代

双幅　　鎌倉時代

1幅　　室町時代

1幅　　鎌倉時代
1幅　　室町時代

1幅　　室町時代

1幅　　鎌倉時代

1幅　　室町時代

1幅　　鎌倉時代

1幅　　室町時代

1幅　　鎌倉時代

16幅　　鎌倉時代

1幅　　鎌倉時代
l幅　　室町時代

1幅　　南北朝時代

1幅　　室町時代

1幅　　室町時代

1幅　　高殿時代
1幅　　室町時代

1幅　　室町時代

1幅　　室町時代

1幅　　室町時代

1幅　　室町時代

1幅　　室町時代

1幅　　室町時代
1幅　　鎌倉時代

1幅　　室町時代

1幅　　江戸時代

1双　　室町時代

1幅　　江戸時代

1幅　　江戸時代

4躯　　鎌倉時代

1娠　　江戸時代

4躯のうち2躯　　江戸時代

1躯　平安時代後期

1躯　　室町時代
3脹　　鎌倉時代

1対　　鎌倉時代

1躯　　室町時代

1躯　　江戸時代

1躯　　鎌倉時代
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寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

院

寺

寺

寺

院

院

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

喜

山

山

山

喜

事

大

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

政

太

太

大

赦

歓

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

大
太
太
太
太
・
太
太
太
太
太



N0． 資　　　料　　　名 時　代

≪工　芸》

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

1

　

2

　

3

　

4

　

5

　

6

　

7

　

8

4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4

0

　

1

5

　

5

2

　

3

5

　

5

刺　　繍

55

56

57

58

≪典　籍　仏典》
0

　

1

　

2

　

3

　

4

　

5

　

6

　

7

　

8

　

9

　

人

U

　

1

　

2

6

　

6

　

6

　

6

　

6

　

6

　

6

　

6

　

6

　

6

　

7

　

7

　

7

紙本墨書

紺紙金字

字金紙紺

木版墨刷

木版墨刷

木版墨刷

木版墨刷

木版墨刷

木版墨刷

木版基刷

紺紙金字

紙本塁書

紀本墨書

《典　籍　文学》

73　◎　紙本墨書

74　　　枕本墨書

75　　　枕木墨書

76　　　駄本墨書

77　　　駄本墨書

78　　　紙本墨書

79　　　紙本墨書

80　　　紙本墨書

81　　耗本墨書

色々威腹巻　兜・大袖・喉輪・腰当付
紺糸素懸威腹巻

紫糸威膝鎧

藍章威肩赤膝鎧
赤糸威膝鎧

金銅前立

白糸威肩赤壷袖
紫糸威喉輪

種子両界塁茶羅
褐鼓

金銅宝珠鈴

五銀鈴

金銅装輪宝粕磨文成体箱
青磁牡丹唐草文瓶

青磁盤

朱漆三足盟

朱漆丸鉢
朱漆匙

朱漆杓子

妙法蓮華経

一切経

1領　　室町時代

1領　　室町時代

1双　　室町時代
1双　　室町時代

1双　　室町時代

1面　　室町時代

1双　　室町時代

1懸　　室町時代

l幅　　鎌倉時代

1点　桃山一江戸時代
1口　　鎌倉時代

1口　　室町時代

1合　　室町時代

2点　　元・明時代
1枚　　　明時代

2口　　江戸時代

3口　　江戸時代

1点　　江戸時代

2点　　江戸時代

32巷　平安時代後期

76巻のうち3巻　　鎌倉時代
仏説大吉祥陀羅尼経・仏説宝賢陀羅尼経

法華玄養（叡山版）

法華玄希釈絞（叡山版）

法華疏記（叡山版）

摩言可止観（叡山版）

止載輔行伝弘決（叡山版）
止就縛行伝弘決（叡山版）

止親輔行伝弘決（叡山版）
華厳絶

大般若経

四座講式

1巻　　高鹿時代

10帖　　鎌倉時代

10帖　　鎌倉時代
l帖　　鎌倉時代

2冊　　鎌倉時代

10帖　　鎌倉時代
1冊　　鎌倉時代

1帖　　鎌倉時代

1帖　　高光時代

596帖のうち3帖　　南北朝時代

3巻　　室町時代

曽我物語

伊勢物語

平家物語

拾遺和歌集
後拾遺和歌集

後排和歌集
玉葉和歌集

月清集

七言絶句　　　染田蛇巌筆

≪典　籍　古文書・紀錦》
82　　　紙本墨書　　　領家下文

83　　　紙本墨書　　堂舎・鐘楼再道立勧進状
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10冊　　室町時代

1帖　　室町時代

4冊　　室町時代

1帖　　室町時代

2帖　　室町時代

1帖　　室町時代

2帖　　室町時代

2冊　　室町時代
1幅　　江戸時代

通
巻

l

 

l

正義2年
弘安8年

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

山

大

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太

太　山　寺

太．山　寺

大　山■　寺

太　叫　専一
神戸市立博物館

慶応義塾図書館

叡山文庫

神戸市立博物館

鱒山文庫
慶応義塾図書館

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

寺

院

山

山

山

山

山

山

山

山

喜

太
太
太
太
太
太
太
太
政

太　山　寺

太　山　寺

材　質

書
著
書
著
書
書
書
書
書
書
著
書
書
書
書
彩

患
二
塁
墨
墨
壷
墨
壷
墓
二
塁
墨
墨
墨
墨
墨
墨
手

本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
本
書

紙
紙
紙
紙
紙
紙
紙
紙
紙
紙
紙
紙
紙
粧
舵
手

◎8
4
858
6
8
7
8
8
8
9
9
0
9
1
9
2
93
9
4
95
96
9
7
9
8
99
川

≪風　景≫

101　　木　　造

参考4◎

参考5

参考60
参考7

参考8

参考9

参考10
参考11◎

参考12◎

参考130
参考14

参考150

資　　　料　　　名 員数 時　代　　　　　所　蔵　品

大塔宮令旨及注進状

足利直幸禁制

深草姫君女房奉書

太山寺規式起請文

藤原範仲年貢米寄進状

僧仙英本尊聖教等寄進状

赤松貞範禁制

紙園千部経関白法則

祓園千部経注文案

舐園牛頭天王名号　尊応親王筆

和歌詠草　　　　　尊応親王筆

浦上則宗願文

岩屋殿雨講記録

青蓮院門跡書状

播州太山寺縁起　　尊諾親王筆

太山寺絵図

トーマス氏個人アルバム

追健面

本堂

阿弥陀堂

三重塔

護摩堂

観音堂

釈迦堂

羅漢堂

仁王門

安着院庭園

成就院庭園

歓書院庭園

原生林

◎は国宝　◎は重要文化財　○は県指定文化財をあらわす

仙32　四天王立像のうち増長天立像
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4通　　元弘3年

1幅　　建武3年

1通■　暦応4年
1通　　　貞和2年

1通　　観応2年

1通　　延文4年

1通　　貞治3年
1冊　　永正6年

1通　　永正6年

1幅　　　永正6年

1幅　　永正6年
1通　　文明16年

1通　　天正3年

1通　　天正12年頃

1巻　　天和3年
1枚　明治時代初期

太　山　寺

人　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

太　山　寺

歓　喜　院

1冊　明治時代後期　神戸市教育委員会

3両　　室町時代
鎌倉時代

江戸時代

江戸時代

江戸時代

江戸時代
江戸時代

江戸時代

室町時代

桃山時代

江戸時代
江戸時代

太　山　寺

No．4　愛染曇茶羅



（5）第48回特別展

太山寺周辺略図
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アイルランド国立美術館名品展

・内　容／

アイルランドの首都ダブリンにある国立美術館は1864年に公開され、現在では14世紀

から20世紀にいたるヨーロッパの優れた絵画・彫刻からなる約1万点の充実したコレク

ションを有している。

本展では、美術館の所蔵する約2500点の油彩画の中から16世紀から19世紀に至る西洋

美術館の歩みをたどることができるように、ティツィアーノ、ティントレットなど16世

紀ヴェネツィア派を始めとするイタリア絵画、ルーベンス、フランス・ハルス、ロイス

ダールに代表されるフランドル絵画、プッサンから始まりシャルダン、プーシェを経て

ドラクロアに至るフランス絵画、エル・グレコ、ムリーリョ、ゴヤを含むスペイン絵画

まで、ルネッサンスからロマン主義に至る名品53点を展観した。

日本ではこれまであまり知られなかった作品で、ヨーロッパ絵画の重厚な歴史を味わ

う機会となった。

・会　　期／平成6年2月26日（土）～4月10日（日）

・会　　場／特別展示室1、南蛮美術室

・休館日／月曜日及び3月22日（火）、（ただし3月21日（月）は開館）

・主　　催／神戸市立博物館・神戸新聞社・毎日放送・アイルランド国立美術館名品展

実行委員会

・後　　援／外務省・文化庁・アイルランド大使館・兵庫県・神戸市・兵庫県教育委員会

・協　　力／日本航空　・入館料（当日・一般）／1100円　・開館日数／38日

・入館者数／40，580人（1，068人／日）　・出品点数／53点

・同時開催／装飾須恵器・山下摩起展

仇鱒＿，．＿－．＿．

還琵宗家慧慧製ポスター

ー3　9－



ア仙ランド国軍美術館名品展
Tf血lohね川舟＝仙IerEu叩抑頼嗣座舟町伽仙Ifo間IGgl」叩0日r。。nd

主な出品作家＝テ肋ア一人jイントレット・り加わゼ、ルーベンス、ヨルケンス、口伯夕几プッサンシ仙タンドラクロワ・ひグレコ・スルパランムリーリョ，

7イツイア」‾ノ・ウェチエツリオく工マオの晩餐）15価年頃

ジャン＝マルケナティエ（フェルゼン伯爵夫人カルロツタ＝フレデリカ・スパレ〉

パルトロメ・エステパン・ムリーリョ
（鵬のマクタラのマリア〉l駈8／55年

ケルト文化と触合した独特なキリスト教美術、近代文学で数々の文豪を勺三ん犬
な文化的姐土を持つ匡トアイ′レランにその首都・ダブリンにある国立美術館は18

に初めて公開され、現在では14t鴨三から20世紀にいたるヨーロッパの腐れた細
則からなる約1万点の充実したコレクションを有するに至っていま七

本展ではその中から・ティツイアースティントレットなど16世紀ヴェネツィア派を

めとするイタリア絵画、ルーベンス、フランスり、ルス、ロイスタ」ルに代表されるフモ
ル絵画・プッサンから始まりシャ′レタンへフ」シェを経てドラクロワに至るフラン

鵬、エル・グレコ、ムリーリョ、ゴヤを含むスペイン絵画までルネッサンスからロマ
義に至る油彩画の名品53点を展観いたしますこ

日本ではこれまであまり知られることのなかったこのコレクションを鑑賞してい

き、16世紀から191咽配にかけての様々な流派・時代の巨匠たちによる作品の数々

して、ヨーロッパ給感の屯悍な歴史に思いを馳せていただければ幸いで玉

l 高校生再 生
一　 般i大学生

l当8 料金
1．100 円 950円極 0円

350円．

前売料金 950円 800円
5650円 j300円

団体料金 800円 700円 450円
璽250和

粉団体は30人以上

－4　0→

轟

神戸市立博物館
〒防0神戸市中央区京町24蓉地TEL．（078）39ト0035

出品目録

イタリ　ア絵画

1ジョバン二・ジローラモ・サヴォルド　1510－20年頃

2　ティツィアーノ・ヴェチェッリオ　　　1536年頃

3　ティツィアーノ・ヴェチェッリオ　　1545年頃

4　ヴェロネーゼ

5　北イタリア派

6　テイントレット

7　レアンドロ・バッサーノ

8　フェリーチェ・フイケレッリ

9　ルーカ・ジョルダーノ

10　ジョバン二・アントニオ・ぺレグリーニ

11セバステイアーノ・リッチ

12　ミケーレ・マリエスキ

13　ピエトロ・ロンギ

1560年頃

1570年頃

1575／80年頃

1600／10年頃

1650年頃

1650／52年頃

1708／11年頃

1720年頃

1730年代後半

1745年頃

14　ジョバン二・パテイスタ・ティエポロ　1761年頃

15　フランチェスコ・グアルディ　　　　　　1780年頃

オランダ・フランドル絵画

洗礼者聖ヨハネと聖ひえろニム

スといる聖母子

パルダサーレ・カスティ

リオーネ伯の肖像

エマオの晩

聖ピリボと聖／トコヤブ

男の肖像

老議員の肖像

シバの女王のソロモン訪問

ロトとその娘たち

殉教後の聖セバスティアヌス

パテシバ

町を防備するためアルキメデ

スを訪ねるシラクサノ王ヒエ

ロン2世

ヴェネツィアのサンマルコ広場

女性の肖像を描く画家

パリサイ人シモンの家のキリス

ト（ヴェロネーゼによる）

アドリア海と契りを結ぶヴェネ

ツィア総督

16　ペーテル・パウル・ルーベンス　　　　1618年頃

17　アント二一・ヴァン・ダイク　　　　　1623年頃

18　ヘリッツト・ファン・ホントホルスト　1628年

19　フランス・ハルス　　　　　　　　　　　1630年代

20　ルーカス・ヴァン・ウーデンとダヴッ　1640年頃

ト・テニールス2世

21ヤコブ・ヨルダーンス　　　　　　　　　1645年頃

22　ヤン・ファン・デ・カぺレ　　　　　　1653年頃

23　ヤン・ラゴールとアドリアーン・ファ

ン・デ・フェルデ

24　アント二一・ファン・デル・クロース　1660年

25　アント二一・デ・ロルメ

頁の銭を見出す聖ペテロ

テラスに立つ少年

祝宴風景

リュート奏者

浮かれ楽しむ農民

エマオの晩餐

冬の河川風景

渡し船

ユトレヒト近くのモントフォー

ルトの城

1660年代初期　　ロッテルダムの聖ラウレンス教

会の内部

ー41－



26　サロモン・ファン・ロイスダール

27　ヤコブ・ファン・ロイスダール

28　ヤン・シベレヒツ

29　こコラース・マース

30　ヤン・ウェーニックス

フラ　ンス絵画

1661年

1661／64年

1671年

1680年代

1690年代

休憩

木立のある風景

農村の荷車

婦人の肖像

狩りの獲物一城館の庭園

31ペンショナンテ・デル・サラチュ一二

32　ニコラ・プッサン

33　ニコラ・プッサン

34　フランソワ・デボルト

35／36ジャン＝パティスト＝ジョゼフ・

パテル

37　ジャン＝シメオン・シャルダン

38　ジャン＝シメオン・シャルダン

39　ニコラ・ランクル

40　ジャン＝マルク・ナティエ

41ジャン・オノレ・フラゴナール

42　フランソワ・ブーシェ

43　テオドール・ジェリコ1

44　ウージェーヌ・ドラクロワ

ス　ペ　イ　ン　絵画

1610年代　　　聖ペテロの否認

1626年頃　　　ニンフと酒を飲むサテエロス

1630年頃　　　アキスとガラテア

1707年　　　　死んだ獲物

1730年代　　　フェート・ギャラント（雅宴画）

1731年代　　　静物

1735年代　　　　女教師

1735年頃　　　　いたずら

1741年　　　　フェルゼン伯爵夫人カルロック

＝プレデリカ・スパレ

1755－56年頃　　ヴィーナスとキューピッド

1765／70年　　　公園の少女

1814年以降

1859年

灰色のアラブの烏

海辺のデモステネス

45　エル・グレゴ

46　フランシスコ・デ・スルバラン

47　フセペ・デ・リベーラ

48　バルトロメ・エステバン・ムリーリョ

49　バルトロメ・エステバン・ムリーリョ

50　バルトロメ・エステバン・ムリーリョ

51ホセ・アントリネス

1590／95年

1630年代初期

1635年頃

1650／55年

1670年

1670年代

1670年頃

52　フランシスコ・デ・ゴヤ・イ・ルシュン1800年頃

テス

53　フランシスコ・デ・ゴヤ・イ・ルシュン1824年頃

テス

ー4　2－

聖痕を受ける聖フランチェスコ

聖女ルフィーナ

聖オノプリウス

悔俊のアグダラのマリア

ヨシュア・ファン・ベレ

小芋と遊ぶ幼い聖ヨハネ

聖ペテロの解放

眠り

黒いマンティーリャの婦人

（6）アーバンリゾートフェア’神戸93関連展示会

トーマス・マックナイト展

・内　　容／

アーバンリゾートフェア　神戸93のヴィジュアル　アイデンティティ作家であるトーマス・

マックナイト氏によるオリジナル作品、神戸ヴァージョンを中心に、これまでの同氏の代表作

品78点を、アーバンリゾートフェアにふさわしい“アーバン”と“リゾート’をテーマに展示

構成した。

・会　期／平成5年5月22日（土）～6月27日（日）

・会　　場／特別展示室2、ギャラリー

・主　　催／神戸市立博物館・アーバンリゾートフェア’神戸93推進協議会

・特別協賛／さくら銀行

・作　　品／原画77　シルクスクリーン2　制作過程4　合計83
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緊穐取t9）
餌l椚力棚應

人気作家が描く神戸夢体験

THOMAS McKNJGHT

トⅣマス■マックナイトはl別1年にカンザス州に生れる。子供の畷ドニトリレデンサイクロ
べティア」という本の「ある鼠軌にとりつかれ、技の菜園勒紛芽生えた。その後楽園を求
めて世界島地へ出かけていったが本当の楽蘭は臼分の心の中にあることを免見する，
マックナイトはまずキャンパスにカゼイン総長で転を措き．シルクスクリ肌ンで再創造す
るという手法を用いているd5～色にも及ぶ頃を用いたシルクスクリーンは謀るで宝石を放
りばめたような色鮮やかな世界を凱り出している。彼の薫く世界は内なる凰舞と列なる凪
環が帝妙な一体感を持ち、いつも安と軒）ある温かいメッセ叫ジが伝わってくる。こういっ
た作者の内なるハNモニー叫が私選を来臨へといざなってくれる。

ア→〈ンリゾー脚炉℃3

トマスマックナイト
嘉5月22日伽⊥6月27日㈱温憲莞誤‰：朋

（入由はPM4：刃まで）

私は初めて神戸を訪れた時ある感動

を受けました。これまで私力唱書オと

してきたニューヨークやフロリダ、ベ

ニスといった都市とはちがった意味で

私の心に創作意欲をかきたてる何か

が神戸にはあったのです。そんな時

神戸から作品の依頼がありましたe

rアーバンリゾートフェア神戸切J

に力を貸してほしいというもの

でした。こうして私のKOBE

シリーズは生まれました。

そして、私の記念碑的な仕事lこ

もなりました。

トーマス・マックナイト

1鋸1年　カンザスの⊂卜、レンスに生ま
れるV　コネチカットのウエズ
レでアン大学卒業鎌．コロン
ビア大学で輿術史を学ぶ。

1973年　アメリカ■∴∃一1⊃ッパで多数
展覧会を開く。

柑81年　ニューホ㌧㍉トアソシエーショ
ンにて特別局資金を開催。

1982年　後活需用卵をデザインし、ホ
ワイトハウスで閻催される展
覧会への、出展アーティスト
30名に選ばれる。

t9％卑　メトロポリタン弟硫盆の永久
保存作品の1点に加えられる。

198g年　以降各地で顔貯金引削‰

圃嘩圃嘩花と鳥たちのパラダイス
特別展二元声藤代島崎派壷点画廃し特別開会が必要でも▼

ー44－

入能料：一般200円個体1鴎和、高大生1勤円庖体1珊
小中生100円（団体乃円）攣団体は知名以上

主　催：神戸市立博物館
アーバンリゾートフェア神戸■9諏進協議会

特別協賛‥艶さくら銀行

中神戸市立博物

トーマス・マックナイト展　作品

〈ミコスノ　ヴァリエーション〉

ミコノスの風景

ミコノスの丘

エーゲ海の楽園

ミコノスからの眺め

ミコノスの港

ミコノスの風車

ミコノスの街

《ベニス　ヴァリエーション》

ベネチアン・カプリチオ

ミラコーリ

リアルト・グランドカナル

グランドカナル（ベネチアンラグーン）

《神話ヴァリエーション》

ボン・ファイヤー

夕暮れのサタン

夜明けのアフロディーテ

オルフェウス＆ミューズ

フォーレン・ナイト

パープル・ヌービアン

ヌービアン・フィッシャー

ヌービアン・イン・ストリーム

ヌービアン＆ピッチャー

スリーパー・ロッキー・ビーチ

アレゴリー（アイシスの庭）

ポエット・ツリー

アトラス

ハートの神殿

シンキング・アトランティス

パン

ダフネ＆サタン

グリフィン・オン・デロス

スフィンクス

エロス＆サイキ

《メトロポリタン／コレクション》

オーストリアン・ガーデン

《ギリシャ　ヴァリエーション》

古いペリカン

古い橋

古い港

古い円形のプール

《トロピカル・ヴァリエーション〉

ビェネスター・ガーデン

イリア・バンガロー

トロピカル・パラダイス

20

カリビアン・ラグーン

リビエラ・パラダイス

サファリルーム

ベネチアン・アーチ

アウトドア・ダイニングルーム

クラークリンビングルーム

インドアプール

ポジタノテラス

《ランドスケープヴァリエーション》

コネチカットバレー

メキシカンプール

ゴルフ場のある風景

灯台の見えるゴルフ場

メキシコ湾（フロリダルーム）

ライトハウス（ニューポート）

サンディエゴ

パームアイランド

ベルナッツァ

《神戸　ヴァリエーション〉　　　1＋12

ポートアイランドからの眺め

夜の海岸

キクノ

キクノ（シルクスクリーン）

神戸コースト＆ビーチ

オーバルルーム

神戸リビングルーム

六甲山ゴルフ

チャイニーズ・ゲート

パノラマ・ウェスト

フラワーロード

＄100万の夜景
パノラマ・ポートアイランド

《アーバン　ヴァリエーション〉

マチスの部屋

ココナッツ・グループ

地中海の楽園

クイーンズ・ブリッジ

マチス・ギャラリー

アールデコの部屋

〈ニューイングランドヴァリエーション》　3

白いマンション（オレンジトスリート）

スコンセット（青いストライプのソファ）

サンポーチとウィステリア・マダケット

《制作過程》　　　　　　　　　　　1＋4
神戸ペイントハウス

ー4　5－



アーキテクチュア一・フェアKOBE

タイムトンネル神戸－まちと建築のうつりかわり展－

・内　容／アーキテクチュア・フェアKOBEの主要イベントのひとつとしてまちと建築のう

つりかわり展覧会が開催された。当館は3つの会場のひとつで、神戸の都市形成の

歴史、旧居留地の建築の変遷、建築術の発展など、1868年の兵庫開港以来、現在に

至るまでのまちと建築の移り変わりを、映像や模型を使ってわかりやすく紹介した。

・会　期／平成5年7月17日（土）～9月19日（日）

・会　場／特別展示室2、ギャラリー

・主　催／神戸市・神戸市立博物館

・協　賛／竹中工務店・東京銀行・松下電器産業・大井肉店・亀井堂総本店

柴田青書商店・永田良介商店

・入館者数／11，351人

・展示内容／

5 4 3 2

B

l
3 2

A

1

神 シ ハ ド 近 近 ま 神 K 居 不パ 神

戸 ア イ ラ 代 代 ち 0 留 トイ フ‾

l

マ

写 ク ビえ 建 建 の B 地 リオ 戸

真 l ジ も 築 築 う E 散 】ニ

館 ヨん の の つ 戸 銀 策 トア

ン 保 建 り 行 体

存
術

築
術

か
わ

り

物

壬五
口。

験

メ ト l 神 啓 保 製 近 設 神 市 東 レ ソ T 】上 デ

ア

イ

ワ‾

ム

モ ソ向 戸 蒙 存 図 代 計 戸 街 京 卜 フ Ⅴ ル 部 イ

リ フ け近 建 道 製 図 近 地 銀 ロ トデ 建 ス

ア トに代 物

活

異 図 展 代 1 行 銀 上 イ 築 プ

ル 上 工 建 今 術 示 建 0 資 行 映 ス グ レ

ア 映 ン築 昔 の　 築 0 料 カ プ ラ イ

ル 夕史 用 紹 変　 の 年 展 ウ レ フ プ

′ヽ l を 技 介 遷　 オ の 示 ン イ イ l

ム テ フ 術 リ 変 夕 に ツス
展 イ ア の ジ 遷 I よ ク ×

示 メ ミ 紹 ナ 再 る ウ 10

ン リ 介 ル 現 オ

1） 1） 1） 3）　 2） 1） 2） 1） 2）1） 2）　 1） 2）　　　 1）

展

示

内

容

演

出

パ テ 仮 庫 保 製 七 製　 当 ラ現 四 市 当 l コ上 る 18 画 ル パ 清 （ 神 タパ

ム l 囲 存 図 ツ図　 時 ィ 、世 博 時 デ Ⅰ部 人 9 0 的 と テ 酒 コ戸 イ テ

式 マ い 転 道 卜技　 の 卜あ 代 前 の イナ に 物 年 な し ィ 、ロ‾発 ル イ

パ を に 用

活

具 、法　 設 ぺ わ に 身 銀 ネ 1 は （ 代 演 、オ ケ ツの の オ

ネ絞 よ ア マ の　 計 ンせ 分 の 行 イ 内 L 人 模 出 パ 上 l ケ風 テ 形

ル り る ラネ 変　 図 に て け 東 業 トシ E 力 型 を ス部 キ 、俗 Ⅰ式

デ （5 映 用 カ キ遷　 、 よ 当 、 京 務 に ヨD 車 を す テ は 、ラ ・マ の

イア 写 に ル ンを　 完 る 時 イ 銀 風 よ l に 夫 C る ル居 パ ム文 ブ ス

ス イ 室 絞 トで パ　 成 お の ラ 行 景 る ケ よ ） C 0調 留 ンネ 化 1 ト

プ テ 制 り

紹

を 再 ネ　 写 遊 資 ス 館 を 展 I る と D の 地 、 、を ス リ

レム 作 シ現 ル　 真 び 料 ト 内 制 示 ス 位 の カ コ 風 ゴ ソパ を l

イ ） ヨ　 招　 、 検 ・マ 資 服 を 置 合 メ ロ 景 ル l ネ 設 卜

キ 市 介 l　 介　 設 索 写 ツ 料 、 利 衰 成 ラ 二 を フ ス ル 置 を

ヤ民 リ ケ　 、 計 も真 プ を グ 用 示 に で ア 表 、 、・　 演

プ 参 ブ I　 あ　 者 導 等 で 展 ッ しマ よ ロ ル 現 靴 洋 グ　 出

シ加 ラ ス　 わ　 プ 人 も市 示 ズ て ツる Ⅰ カ し 、服 ッ　 、

ヨと ヴ で　 せ　 ロ 展 街 等 館 プ T ア ラ た 真 ’ズ　 両

ン入 ウ 展　 て　 フ 示 地 で 蔵 を Ⅴ ン Ⅰグ珠 コ ・　 側

に 手 エ 示　 昔　 イ の 再 資 デ ゲ グ と ラ 、t マ　 に

よ 資 ス の　 】 移 現 料 イ l ル 遠 フ マ　 ネ　 シ

る料 ト 製　 ル り を ス ム 撮 近 イ ッヒ キ　 ヨ

説 に ／ 図　 紹 変 整 プ 感 影 法 ッチ l ン　 ウ

明 よ レ 風　 介 わ 理 レ覚 C に ク な ’等　 イ

付 る ン ＿邑月も り 、イ の G よ り ど 映 で　 ン

ア ガ を を 再　 デ に る オ） 画 紹　 ド

ル 倉 机 表 コ　 モ よ 絵 1　 、介　 ス
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「印象　神戸」絵画展

一神戸・その風景と無限に広がるイメージを追って－

・内　容／住み続けたくなるまち、何度でも訪れてみたくなるまちをめざすアーバンリゾート

フェアの趣旨を踏まえ、神戸の四季やイメージなどの表現を通して神戸の街を再認

識する全国規模の絵画コンクールの公募が行われた。

全国32都道府県491人から655点の作品応募があり、大賞、優秀賞、佳作などの入

賞作をはじめ入選作合計82点の作品が選ばれ、「印象　神戸」絵画展で紹介された。

・会　期／平成5年9月25日（土）～10月23日（土）

・会　場／特別展示室　2、南蛮美術室

・主　催／「印象　神戸」絵画展運営委員会・神戸市・神戸市民文化振興財団

・後　援／NHK神戸放送局・神戸市教育委員会

・審査委員長　河北倫明（美術評論家：横浜市美術振興財団理事長）

審査委員／石阪春生（洋画家＝新制作協会）

石本　正（日本画家：創画会）

′上倉忠夫（美術評論家：名古屋ボストン美術館設立準備委員会常任顧問）

絹谷幸二（洋画家＝独立美術協会）

富山秀男（美術評論家‥京都国立近代美術館長）

中西　勝（洋画家：二紀会）

増田　洋（美術評論家：兵庫県立近代美術館参与）

佳 佳 佳 佳 佳 優
秀
賞

優
秀
賞

大
賞

作 作 作 作 作 寛
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100 100 100 100 100 100 100 100
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112．1 167 162 162 130 160 162．1 162 縦 cm

162．1 167 112 162 162 160 162．1 130．3 横 cm
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寛

本 間

好

巻 未

満

並

勝 周 和 和 名

性

廣 子 子 造 芳 春

男 女 女 男 男 男 男 男

55 62 51 42 39 26 41 4 1 年
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

住

所

所

神 須　 兵 大 兵 兵 兵 福 山
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2　企画展示

（1）企画展

一定のテーマを設定し、本館の収蔵資料を中心に調査研究を行い、その成果を企画展と

して展示する。

展　 覧　 会　 名 会　　　 期 内　　　　　　　　 容

西 洋 人 の 描 い た 日本 地 図 展 5 ．1 1．3 ～ 12 ．19 ジパ ン グか ら シ ー ボ ル トの 時 代 まで

の 四世 紀 に お よぶ 地 図上 に現 れ た 日

本 の姿 の 全 貌 を 紹 介 。 約 10 0 点

新 収 蔵 品 展 6．1．8　～ 2．2 0 V O C 関 連 資 料 な ど 平 成 4 年 度 新 収

蔵 資料 約 4 1件 。

古 地 図 名 品 展 6．1．8 ～ 2．2 0 館 の 誇 る古 地 図 コ レク シ ョ ンの 中 か

ら、 伊 能 忠 敬 の 地 図 な ど主 に江 戸 時

代 の 日本 地 図 の名 品 3 6点 を 展 示 。．

装 飾 須 恵 器 展 6．2．26 ～ 4．10 兵 庫 県 内 か ら出土 した もの を 中 山 こ

墓 へ 副 葬 品 と して飾 られ た須 恵 器 を

展 示 。
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西洋人の描いた日本地図展　出品目録

平成5年11月3日（水、祝）～12月19日（日）

Ⅰ．ジパングの世紀
1シルヴァヌス　世界図　木版（42×58．5cm）

2　ヴァルトゼーミュラー　インドシナ半島と大草鞄図　木版（28・5×45cm）

3　アピアン　北半球図（天体の位置決定のための可動部付き）木版（17・5×14cm）

4　ボルドーネ　日本図　木版（18．5×14．5cm）

5　ミュンスター（推定）大アジア図　木版（24．5×33cm）

6　ホンクー　世界図　木版（12×15．5cm）

7　ミュンスター　二つの大判木版図

A　アジア図（25．5×34．5cm）

B　新世界図（25．5×34cm）

8　ガスタルディ　世界新発見部分の全図　木版（28×32cm）

9　ガスタルディ　東南アジア図　木版（27×38．5cm）

Ⅱ．ポルトガル船の時代
10　オルテリウス「地球の舞台」の6つの地図における日本とオルテリウスの肖像

アントワープ1570～1589年

10A　ガレ　アプラハム・オルテリウスの肖像（39．5×28cm）1579年

10B　世界図（33．5×49cm）1570年

10C　アジア図（37×49cm）1570年

10D　東インド図（34．5×49cm）1570年

10E　鞋鞄図（35×42cm）1570年

10F　中国図（36．5×47cm）1584年

10G　太平洋図（34×49．5cm）1589年

11ファン・ラングレン東アジア図（38．5×51．5cm）

12　メルラ世界図（29．5×50cm）

Ⅱ．天正遣欧使節の10年
13　キサトゥス　日本図　木版（26．5×40．5cm）

Ⅳ．進歩と後退の300年

Ⅳ．1オルテリウス／ティセラ型

14　オルテリウス／ティセラ日本図（35．5×48．5cm）

15　メテルス　日本図（14．5×21cm）

16　ファン・ウィットフリート

東西インドの歴史　ドゥアイ1605年

－5　3－



A第3版のタイトルページ（30×18・5cm）1605年（1611年）

B日本図および東インド、中臥フィリピンの地図（30×37cm）1605年
17　ホンディウス　日本図（34×44．5cm）

18　ヤンソン　日本図（34×45．5cm）

19　ホンディウス　アジア図（37×50cm）

20　ブラウ　アジア図（41×55．5cm）

Ⅳ・2　ブランクス／モレイラ型

21ブランクス　日本図（34×54．5cm）1617年

22　ジンナ一口　日本図（26．5×40cm）

23　カルディム　日本図（30．5×40．5cm）

24　グッドレー　日本図（42．5×55．5cm）

25　プリエ　日本図（37×52cm）

26　ブタツ　日本図（14・5×19．5cm）1663年

27　サンソン　日本図（18×27cm）

28　タヴェルニエ　日本図（51．5×76．5cm）

29　マルティーニ　中国図（46×60cm）

30オッテンスアジア図（100×123m）1671年（1730年頃）

Ⅳ・3　マルティーニ／モレイラ型

31マルティーニ　日本図（41．5×61cm）

32グース日本とノヴァ・ゼムラ間のアジア北東海岸（44×54cm）

33デ・ウィット　東南アジア図（44×54cm）

34モルデン日本と娘夷の新地図（10．5×12．5cm）

35　モル　日本図（13×18cm）

36　コロネリ　日本と朝鮮半島図（45．5×61cm）

37コロネリ東アジア3枚の地球儀切片（ゴア）（各46×28m）

38ハウブラケンヴァレンティンの肖像（36．5×24cm）

39　ヴァレンティン　日本図（44×56cm）

Ⅳ・4　デュヴァル／モレイラ型

40デュヴァル日相（10×6m）の組込まれたアジア図（40×48・5両′ヾリ1661年
41デュヴァル　日本図（10×12cm）

42モル日本の諸島（7×12cm）およびモルッカ島とフィリピンの地図
（全休図25×12cm）1681年

43　ミュラー　日本図（6．5×7．5cm）

Ⅳ・5　ル・ルージュ／モレイラ塑

44ル・ルージョ　日本および朝鮮図（20．5×27．5cm）

45カイザー／デュ・ラ　日本図（17×24cm）1797年

46カッシーニ日本および朝鮮図（35×48cm）1797年
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Ⅳ．6　ダッドレー／センソン型

47　ダッドレー　日本と蝦夷、および朝鮮国と周辺諸島の地図（48．5×75．5。m）

48　ヤンソン　日本および蝦夷図（15×19cm）

49　プツェリニウス　日本図（6×10．5cm）

50　ヤンソン　新精確日本、蝦夷および付随諸島図（45．5×55。。）

51サンソン　日本図（18．5×24cm）

52　ファン・デア・アー日本図（15×23cm）

53　ファン・デア・アー日本図（15×23cm）

54　シャトラン　日本図（15．5×11．5cm）

55　バゲイ　日本図（22×28cm）

Ⅳ．7　マレ型
56　マレ日本図（14×10cm）

Ⅳ．8　7ッフェルデン型

57デュ・フェール　フィリピン、モルッカ諸島図（14×16・5cm）に組込まれた日本図（6×8．5cm）

Ⅳ．9　レランド型

58　レランド66州に分けられた日本（30．5×44．5cm）

59　レランド66州に分けられた日本（48．5×60cm）

60　レランド66州に分けられた日本（48．5×60cm）

61レランド66州に分けられた日本（48．5×60cm）

62　シャトラン　日本図（36×43．5cm）

63　ゾイクー66州に分けられた日本帝国（46．5×57．5。。）

Ⅳ．10ケンペル／ショイヒツァー型

64A　ケンペル／ショイヒツァー68州に分けられた日本（46×53。m）

64B　ケンペル　日本誌　ロンドン1727年

65　ケンペル／ショイヒツァー6帥lに分けられた日本国図（42×50．5。m）

66　ティリオン　新日本帝国地図（24．5×32．5cm）

67　ティリオン　新帝国日本図（27．5×31．5cm）

68　ゾイクー　日本帝国（48．5×56cm）

Ⅳ．11ベラン・ケンペル型

69　ベラン　日本帝国図（42×53．5C。）

70A　ベラン　日本諸島とカムチャッカ図（32．5×28。m）

70B　ベラン　日本諸島、蝦夷および近隣の国々（25×35．5cm）

71ベラン　日本諸島、朝鮮半島および北京から広東までの中国沿岸（21×28．5cm）

72　ランベルティトランプ（10・5×6・5cm）に描かれた日本帝国図（3．5×5．5cm）
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Ⅳ．12日ベール／ケンペル型

73　AおよびB　ロベール　日本国（各16×16cm）

74　ロベール日本帝国図（48×53．5cm）1750年

75　セイヤー日本帝国図（48×63．5cm）1794年

Ⅴ．市街図と路程図

Ⅴ．1江戸図
76　ショイヒツァー江戸図（34×39．5C。）

77　ベラン江戸図（32×32cm）

78　エンドリュース　江戸図（17×16cm）

V．2　長崎図
79　モンクヌス出島（25×34m）

80　ケンペル

81フォンタネー長崎（13．5×23．5cm）

82　シュテックライン　長崎図（13．5×23．5cm）

83　ファン・デア・アー　平戸湾と長崎湾（18．5×15。m）

84　ケンペル／ショイヒツァー長崎市街図（31・5×46・5cm）アムステルダム1740年頃

85　ベラン　長崎の港と市街図（20×44．5C。）

86　ベラン　長崎の港と市街図（19．5×33cm）

Ⅴ．3　陸路図／水路図

87　モンクヌス長崎から大阪までの水路図および大阪から江戸までの陸路図（42×53cm）

88　ケンペル　江戸に向かうオランダ人一行（20×31。爪）

89　ケンペル　長崎から江戸までの7枚の路程図　アムステルダム1740年頃

Ⅵ．．南と北　琉球と蝦夷

Ⅵ．1琉球図

90　グッドレー　中国沿岸、台湾および日本の南方諸島の部分図（48×76m）

91‾ゴービル琉球諸島の図（17×21．5cm）

92　ラ・ぺルーズ1787年に中国および鞄担地方の海でなされた発見に関する地図（48．5×69cm）

93　シーボルト　琉球諸島北部の島々（28×45．5。m）

Ⅵ．2　蝦夷周辺図
94　グッドレー

蝦夷の東部およびアメリカと蝦夷間の海峡の図（46．5×74cm）

95　マレ　蝦夷図（14．5×10．5cm）

96　ファン・デア・アー蝦夷図（15．5×15．5。。）

97　カロン　日本の位置に関する完全な地図（24．5×37．5cm）

98　カロン　日本の位置に関する正しい海図（14．5×22．5cm）

99　シェ‾ラー　アジア図（23×35．5cm）

100サンソン　アジア図（19×27C。）

101サンソン　アジア図（40．5×56．5cm）

102ロッシ　大鞋担図（42．5×53C。）

103ホーマン　カムチャッカまたは蝦夷図（カスピ海の図を含めて48×57．5cm）

104ロラン　ロシア地図による千島列島図（23．5×26cm）

105ラ・ぺルーズ1784年に中国と鞋鞍の海域でなされた発見の地図（50×79cm）

Ⅶ．19世紀初頭

106エロ‾スミス／ルイス　日本図（20×24．5。m）

107エロ‾スミス　日本帝国図（24．5×40。。）

108作者不明ロベールの下絵による7つの地方からなる日本（17・5×20・5cm）プラハ1812年
109ピンカートン／ヘーベルト　日本図（50×74．5cm）

110ジョーンズ　日本の諸島（20．5×26．5。m）

111トムソン　朝鮮および日本図（49．5×62。m）

112ウォーカー　日本帝国図（39×37。m）

Ⅷ．シーボルト

113川原慶賀　シーボルトの肖像画紙本書色（26・5×19・5cm）1825年頃

114シーボルト　日本国石版（59・4×79cm）ライデン1840年

115シーボルト　日本0日本とその近隣、保護諸国に関する記録集

ライデン1832年～1858年

116シーボルト

117シーボルト

118シーボルト

119シーボルト

120シーボルト

121シーボルト

122ボリンガー

ファン・デア・カぺレン海峡図　石版（31．5×43cm）

関門海峡　手書き（30×42cm）1850年頃

蝦夷図　手書き（48×28cm）1850年頃

蝦夷および千島列島図　石版（49．5×67cm）

樺太およびアムール河口の図手書き（76×58．5cm）1850年頃

樺太およびアムール河口の図石版（67×49．5cm）

クルーゼンシュテルンの肖像（13×10。m）

シーボルトに宛てた1834年10月12日の手紙、二つ折りにされた紙の4ページに手書き
（25．5×41cm）

Ⅸ・屏風の中の「世界」と「日本」

124二十八都市・萬国絵図八曲一双紙本着色（各193．5×513．6cm）
桃山時代（宮内庁蔵）

125日本図・世界図屏風六曲一双紙本著色（各148．5×364cm）

桃山時代（浄得寺蔵）重要文化財
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126世界地図屏風（レパント戦闘図・世界地図屏風の内）六曲一隻

紙本署色（153．5×370cm）江戸時代初期（春雪美術館蔵）重要文化財

127世界地図・萬国人物図屏風六曲一双紙本着色（166・7×481・4cm／世界臥

163．5×216．4。m／人物図）江戸時代初期（出光美術館蔵）

128泰西王侯騎馬図屏風　四曲一双紙本署色（各184×245cm）桃山時代

（サントリー美術館蔵）重要文化財

129泰西王侯図屏風　六曲一双　紙本着色（各123・8×51・4cm）桃山時代

（長崎県立美術博物館蔵）重要文化財

130南蛮屏風伝狩野山楽筆六曲一双紙本署色（各182×371cm）桃山時代

（サントリー美術館蔵）

131南蛮人来朝之図六曲一双紙本署色（各168×390cm）江戸時代初期

（長崎県立美術館蔵）重要美術品

132南蛮屏風（南蛮図・競馬図屏風の内）六曲一隻紙本着色（156×330cm）江戸時代

（唐招提寺蔵）

新収蔵品展　平成6年1月8日～2月20日
〈出品目録〉

資　　料　名
「　　　　　　　　　　　　　　　－　‾

しよかつこうめいじん5ゆうす

1諸葛孔明陣中図

2　松虎国

3　落葉白頭翁蘭
だガ　しようきん

4　鷹に小森園

5最路こ白頭翁図

6　占訓腰楼図

7　狐実妄言（写本）

8　西洋婦人団鞘絵

9　色絵皿各種

10　緑地西洋少女固差付碗

11青磁小皿

12　京阿蘭陀・染付西洋風景固刀掛

13　京阿蘭阻・染付西洋風景園大皿

14　カットガラスコンポート

15　金彩藍色カットガラス碗

16　カットガラス役付瓶

17　切子ガラス小皿

18　浅草固ガラス徳利
ふたつき　　　　かぎりぴん

19　裏付ガラス蝕瓶（仏国型釣瓶）

20　VOC関連資料

員数　　　　作　者

1幅　　　小原慶山筆
靡ついけいとく

1幅　　　松井慶徳筆

1喝　　　松井車徳筆

1囁　　戸田忠翰筆
や事だくうじよう

1囁　　　山田宮常筆

1催
し　はこうかれJ

l冊　　　司馬江漢著

1面

4枚　　オランダ製

5合　　イギリス製

5校　　　イギリス製

1点

1点

時　　　代

江戸時代前期

江戸時代中期

江戸時代中期

寛政8年（1796）

江戸時代中期

江戸時代

原本　文化7年（1810）
写本　文政7年（1824）

江戸時代

18世紀初期

19世紀前期

19世紀前期

江戸時代後期

江戸時代後期

1点　　イギリス製　　19世紀前期

1ロ　　　イギリス製　　19世紀前期

2点　　　イギリス製　　19世紀

5枚

1点

1合

一括のうち

江戸末～明治初期

明治初期

明治35年（1902）頃

備　考
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ワイテ・レ一つ雪槙載錫製皿

ウイテ・レーウ号積載陶磁器

コンパス

乗インド地域固　　　フラウ．W．

モル、ソカ諸島固　　　フラウ，W．

南シナ海引き揚げ染付小碗

VOCマ一つ入り金貨、銀貨、銅貨

VOCマーク入り船員用穏

染付VOCマ一つ入り有田焼小皿

ホランデイア号横載ウインボトル

∨OCとA（アムステルダム）の組合せ文字のある宗教書

出島団　　　　　　フルブリ、ソチ．G．

VOCとA（アムステルダム）の組合せ文字のある両刃の剣

VOCとA（アムステルダム）の組合せ文字のある両刃の剣
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1613年頃

1613年頃

17世紀

1635年

1朗7年

17世紀中期

17～18世紀

1718年

18世紀初期

18世紀前半

18世紀前半

1734年

1737年

1752年



古地図名品展　平成6年1月8日～2月20日

資　料　名
員数　　　作　者

備　　考

量
れ
「
十
八
川
州
川
H
・
・
リ
．
＝
㌧
日
日
〓
＝
＝

帖

仙

帖

敬

榊

州

冊

皿

川
畑
＝
川
日
朝
州
鞄
州
刷
柚
刷
出
回
刷
帖
附
冊
‘
廿
・
州
・
1
湖
山

識
1
Ⅷ
け
1
．
．
．
．
．
】
■
　
－

∨OCとD（デルフト）の組合せ文字のある刀剣

ヘルデルマルセン雪枝載色絵手付碗

∨OCマーワ入りパイプ火皿

港務長の権威を象徴する銀製具（VOCマ一つ入りコイン付）

ジャワ製木製箱

∨OCマーク入り小銃機関部

∨OCマ一つ入り銀製ボタン

商魂長フロンホフの頭巾

21新板播州慣参双六

22　門口町水帳

23門口町御検地写名寄帳

24　兵庫津寺社万絵図

25生島五郎兵衛家文書

時　　代
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝　　　J　　＝＝＝＝≡

1761年

1750年頃

18世紀

18世紀

18世紀

18世紀後期

19世紀初期

19世紀前半

江戸時代後期

明和8年（1771）

2冊　　　寛政10年（1798）・文化10年（1813）

1舗

一括のうち

26摂州美壱還車村妙法寺村石炭弘之図1幅

27小平野庄上之庄水論始終記

28奥平野村字別地図

2g　輿平野村地誌

30　奥平野村全図

31摂津八部都奥平野村全国

32神戸而奥平野村全図

お神戸兵庫実測新図

34和英詳密神戸両全固

35　布引（古写真）

36諏訪山温泉（古写真）

1冊

1綴

1冊

1舗

1舗

1舗

1枚

1枚

1枚

1枚

37那別山より神戸市街を望む（古写真）1枚

38竜馬温泉（古写真）

39神戸閑散0年祭五大祝典記念号

40てんやれんや（絶筆）

41因幡風景（睾）

1枚

1冊
みや亨りゅうとう

2曲1隻　深山籠矧乍

1点　大垣泰治郎作

一6　0一

原本　寛政2年（1790）

江戸後期～明治

慶応2年（1班6）

寛政元年（1789）

明治8年（1875）

明治17年（1脚）

明治前期

明治前期

明治後期

明治21年（18出）

明治24年（1891）

明治中～後期

明治中～後期

明治中期

明治中～後期

大正10年（1921）

昭和55年（1980）

唱和49年（1974）

西川光一氏寄贈

西川光一氏寄贈

生島醸板子氏寄贈

森本素好氏寄宿

森本秦野氏寄宿

森本黍好氏寄贈

森本泰好氏寄贈

森本泰好氏寄贈

森本黍好氏寄贈

深山八州夫氏寄贈

当館の古地図資矧ま，それぞれ寄贈を受けた南波松太郎氏（1894年～）収集のものと，地

理学者秋岡武次郎氏（1895～1975年）収集のものとを中核にしています。両コレワション

はかねてより　書日本一”の評価の高かったもので，合わせて7000点余の古地図資料ガ当館

に保管されています。

それらに加えて，南蛮美術で南名な池長孟コレワシヨンの中にも珍しい他国かあり，ま

たヨ一口、ソパ製古地臥神戸関係古池国等々も熱心に収集しています。神戸而立博物館の

古地図は，我か国屈指の質量を誇っており，開館以来，それらを基に古地図のテーマ展示

をしていることは，他館にみられないユニークな活動となっています。

今回の第23回古地図企画展示では‘名品展’と銘打ち，当館の誇る古地図の逸品を見て

いただこうと思いますガ，特に日本地図のあゆみに焦点をあてます。

古い日本地図といえば∴だれしもガ伊能忠敬の実測日本地図を思い浮かべるでしょうガ，

それに加えて江戸時代の人々か見ていたそれ以外の日本地図や，西洋に影響を与えたり，

皿や印篭のデザインとなった日本地図等々を展示します。

最古の日本地図の姿から伊能固まで，日本人の描いた日本地図展をお楽しみください。

表紙は他33　江戸実測園

≪出品　目録≫

Nn　　　資　　料　　名　　　　　作者等　　　　時　　代　　　　版　種　　　寸法（cm）　　備　　考

〔江戸時代のいろいろな日本地図〕

1義元3年（1305）日本国　　　　　　江戸時代写園　手書手彩　38・5×134．4　雪雷撃，雪讐
＊現存最古の日本地図は京都仁和寺に所蔵される1305年のもの。本国はそれを江戸時代に模写したもの。

2日本地図屏風　　　　　　　　安土桃山時代　手書手形　59．9×123．8　雪だワ雪空讐
＊古代以来の日本地図である「行基図」から一歩進んだ日本地臥ティセラ「日本国」（1595年）と類似。

3拾芥抄　　　　　　　　　江戸時代初期　相木版　27．4×20．9　翌ウ讐

4行基菩薩説大日本国園　　　　　　江戸時代初期　木　版　80．4×42．3　警ワ讐雪讐
＊江戸時代初期には古いタイプの日本地図の「行基図」が刊行される。

5　扶桑国都水陸地理固　　　　　　　　　　　江戸時代前期　　手書手彩　131．4×182．4

＊徳川幕府作成の，いわゆる慶長日本国を模写したもの。

6　寛文日本国　　　　　　　　　　　　　寛文（1661－73）頃　手書手彩　　87．8×239．9

7＿胃諸宗雲霞胃相写し）　　　宝永（17祈11）頃　享書手彩　260．5×232．6

南波　松太郎
コレクション

南波　松太郎
コレクション

＊徳川幕府作成の正保日本国の模写乱ただし．模写年代は大和川付け替えの様子が描かれているため宝永頃。

8新改日本大給固　　　　　　　案文2年（1662）木版手彩　59．1×乳5　警ワ禁讐
＊け世紀後半から，行基図より一歩進んだ日本地図が印刷され洗布する。

－61一



No． 賃　料　名
作者等　　　時　代

版　種 寸法（cm）　備　考

9　日本分形図

＊初の地図帳形式の日本地図

10　新撰大日本図鑑

寛文6年（1666）木版手彩

延宝6年（1678）木版手彩

＊ヨーロッパに伝わりケンペル・シヨイヒツエル日本国を生む0

11日本大遍造園

付
r
帖
川
里
．
山
肌
裾
・
伸
＝
＝

J
・
川
」
＝
1
J
＝
　
■
先

19．5×13．8　讐ワ禁讐

69．1×92．5　雪警ワ禁讐

南濃　松太郎
コレワシヨン

南波　松太郎
コレウシヨン

南波　松太郎
コレウシヨン

南波　松太郎
コレワシヨン

秋岡　武次郎

貞享3年（1686）木版手彩　59・7×92・5

12本朝随網目　　　石川流量　貞享4年（1687）木版手彩　59・9×130・8
＊いわゆる「流量乱の初版0街道や宿場等の交通情酢豊富・武鑑的役割も持つロ

13日本削潮陸国　　石川流宣　元禄4年（1691）木版享彩　9710×胤1
＊員専用年国をさらに大型詳細にしたもの。ヨーロッパにも伝わりレランド日本国を生む。
江戸時代前針中那最も人気のあった日本地図で・繰り返し再版される。

14改正大日本全国　　醐白粥18世紀初期　木版手彩　78・8×126・5
＊「流室乳に比較して－情報量は少ないものの地形は整っている0

15弼　　　　寺島良安　享保12年（1727）享書手彩180・2×2臥0
＊良安は大坂の医師で「和漢三才国会」の楓巨大な春子雛立てで垂直に立てて見る珍しいもの。nn n、ノバつバ　二

16…芸蒜宗主国　長久保赤水　安永8抑79）不版手彩　揖・2×134・33じヮ石三つ
＊長久保赤水は水戸霜の儒学者で・他に世界鯛や中国図も楓この日本地図は流皇国にかわって江戸時代後期に最

17三国通覧園説（1冊5舗）林　子平　天明5年（1785）木版手彩
＊本書には鯛として朝鮮・琉球・頼・無人島（小笠原舶）の各国と・

それらを統合した「三国通覧輿地網全乱の5枚があるD日本列島をア
ジア地域のなかで位置づけた先剛的な地臥

江戸時代後期　手書手彩

26．5×17．8（本）莞つ，∃雪

53．2×76可読輩輿地）

53．5×75．4（朝鮮国全国）

53．2×75．5（琉球国全国）

軋4×96．1（蝦夷国全国）

27．1×65．4（無人島之国）

張　栢遵　文化5年（1808）木版手彩137・2×227・5

18琵慧琵芸大寸法の木版。本地臥
19日本辺脚　　　高橋景保　文化6年（側）銅版手彩　23・3×106tO

＊世界鯛の「新継界全乱と軌アジア鯛の中朝本列島が正しく位置づ㈹れた。′ヽ■　「、ノ√1月ノ1＋パ

糾．7×211．1

47．2×79．5

23．8×34．1

105．2×別．6

72．0×78．8

3．8×1．3

20　日本島敵国屏風

21鍋版増訂日本輿地全回　安田雷洲　天保2年（憫1）踊手彩

22本邦西北辺眞水陸略図　安田雷洲　裏永3酎850）銅版手彩
＊高橋景保「日本辺界略図」の海賊版。

23大日本沿海要蓮全国　　工藤東平　嘉承7年（脚）木版刷彩
＊日本及びその周辺・特に北方地域が従来の地図よりはるかに正確に描かれている。

24大日本治鯛国　　防　納　慶椚年（1867）木版刷彩
＊伊能図を基にしたイギリス那本地国を勝海舟が脚・出臥たt逆輸入日本岨

25羽子横型日本国　　松田緑山　江戸時代末期　銅　版

＊開削く付属品として付いており・それを通して見る極小僻地臥

一62－

秋岡　武次郎
コレワシヨン

南波　松太郎
コレワシヨン

南波　松太郎
コレワシヨン

南濃　松太郎
コレワシヨン

南濃　松太郎
コレウシヨン

秋岡　武次邸
コレワシヨン

南波　松太郎
コレワシヨン

南波　松太郎
コレクション

仙　　　資　料　名　　　　作者等　　　時　代　　　版　種　　　寸法（cm）　　備　考

26　大日本名所一覧

27　源内焼方形日本国皿

28　伊万里焼日本国皿

29讐歪語呂墓戸本国皿

書斎立祥　江戸時代末期　木版刷彩　35・2×122・3警ワ禁讐

江戸時代中期　　志度窯　　31．5×31．5

日本文政年製　青白窯　27・3×30・3　彗Eゥシヨ雪

本朝天保年製　　有田窯　　　径48．3

30　日本地図［口篭

＊日本地図があしらわれた印瀧は極めて珍しい。

江戸時代後期 8．4×8．6×2．0

〔伊能忠敬実測日本地図〕

31沿海地固　　　　　伊能忠敬　文化1年（1804）手書手彩　215・1×254・4　警ワ讐讐
＊北海道南岸から中部地方までの東日本地図。忠敬の地図作成能力の高さを幕閣に認めさせた記念碑的地図。

以後，忠敬は幕更に登用され．その測量作集は幕府直轄業務となる。

32　日本輿地国藁　　　　　　　伊能　忠敬　文化6年（1809）　手書手彩　120．5×204．0

＊忠敬の最初の日本全体地臥九州未測量の時期に作成したため．その地形は不正確。

33　江戸実測図　　　　　　　　伊能　忠敬　文化14年（1817）　手書手彩　197．6×314．0

＊忠敬の測量調査の最後を飾る，かつ唯一の実測町図（縮尺六千分ノー）。

本来は南北二図一組だが．本国はその南側部分。

34　伊能小図（西田本国）　　　伊能　忠敬　文政4年（1821）　手書手彩　203．5×162．1

35　伊能小園（北海道固）　　　伊能　忠敬　文政4年（1821）　手書手彩　161．6×181．1

＊小縮尺地図（432080分ノり三枚で日本全体を描く伊能小図だが．本館にはその中央部分が欠けている。

36　日本国地理測量之屈　　　　伊能　忠敬　　江戸時代後期　　手書手彩　390．0×425．0

＊伊能図を編集して日本全体図としたもの。江戸時代後期一末期にいくつか作成されたようである。

－6　3－

南濃　松太郎
コレワミノヨン

南波　松太郎
コレワシヨ二ノ

南波　松太郎
コレウ三ノヨン



装飾須恵器展　平成6年2月26日～4月10日

No．　出　土　地

〈出品目録〉

資　料　名　　　　　　所　蔵　者

1．その起源を求めて　¶朝鮮半島の陶質土器－

ⅠⅠ．須恵器生産の定着と装飾須恵器

4　大阪府堺市大庭寺遺跡

騎馬人物像壷（模造）

台付角杯（模造）

筒形器台（模造）

神戸市立博物館

／／

／／

■
　
h
＝
・
＝
H
．
＝
小
皿
仁
L
m
r
L
井
川
・
‖
■
．
日
日
1
．
日
1
．
山
川
．
．
■
1

■

侶

・

叫

日

常

鼻

－64一

ⅠIl．異形の須恵器　－そのバリエーションー

5　出土地不詳

6　岡山市宮浦東千川

7　広島県本郷町平板古墳

8　広島灘滴順町千間塚古墳

9　奈良県御所市御所

1q　愛知県一富市（旧葉栗郡）

11兵庫児神戸市北区北神ニュータウン9－2号墳

12　島根県松江市西川津町金崎古墳

13　大阪府岸和田市三田古墳

14　鳥取脾東伯郡東郷町野方

15　兵庫県三田市奈良山7号墳第3主体

須恵質船形土器

高坪

器台

棒形健

鈴付高杯

鳥紐蓋付台付壷

鳥形瓶

鳥形瓶（複製）

環状瓶（複製）

鳥形植

皮袋形提瓶

皮袋形提瓶

蓋杯

鈴付高杯

五連壷

筒形畏台

有蓋高塀

大型培

台付壷

直口壷

鈴付高杯

給付台付壷

鈴付台付鳩

豊年

ー6　5－

大阪府埋蔵文化財協会

ル

ル

／／

／／

逸翁美術館

大阪市立美術館

広島児立歴史博物館

広島県立歴史博物館

京都大学文学部博物館

京都大学文学部博物館

神戸市教育委員会

京都大学文学部博物館

／／

／／

／／

ル

ル

大阪府埋蔵文化財協会

京都大学文学部博物館

三田市教育委員会

／／



所　蔵　者

No． 出　土　地

16　兵庫県三田市西山5号墳

17　兵庫県三田市内出土

18　兵庫県三田市前ノ谷古墳

19　兵庫県三田市宮脇古墳群

20兵庫県加古川市平荘湖古墳群池尻2号墳

21奈良県天理市石上・豊田古墳群ホリノヲ4号墳

22　京都市伏見区醍醐1号墳

悼
1
■
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■
叫
．

1

■

　

・

　

　

・

　

－

　

　

　

■
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催
J
い
七
・
ル
L
t
望
‖
い
巨
・
‖
日
日
．
．
‖
■
ト
・
‖
1
．

■

　

■

．

　

－

　

1

－

－

　

－

　

　

バ

　

ー

、

■

　

■

　

　

　

　

・

　

・

＝
1
．
＝
日
日
r
h
日
日
L
H
廿
日
．
＝
．
J
凸
岬
刊
八
州
㍑
牒
潮
目
冊
礎

23　兵庫県三田市道東古墳

24　兵庫県三田市中西山3号墳

25　兵庫県社町上三等7号墳

26　兵庫県明石市赤根Jll・金ヶ崎窯跡

lV　小像で飾られた器

27　兵庫県加古川市白沢窯跡

28　兵庫県龍野市西宮山古墳

29　兵庫県西紀町箱塚4号墳

30　神戸市垂水区西石ケ谷4号墳

台付角付簸

蓋杯

角付怨

角付盈

豊年

台付碗

二連樋

鳩

無蓋高杯

双口倦

無蓋高杯

特殊扁壷

装肘寸台付壷

杯身

特殊扁壷

蓋杯

特殊扁壷

蓋坪

装飾付子持壷

特殊扁壷

杯付瓶

董杯

角坪

蓋杯

人形須恵給

養杯

装飾付台付壷

子持台付壷

董杯

装酎寸台付壷

特殊扁壷

董杯

装飾付台付壷

豊年

一66－

酢

三田市教育委員会

三田市教育委員会

三田市教育委員会

三田市教帝委員会

加〟1価教帝委員会

／／

J／

奈良県．・、王様悦孝一Jll【御汗究所
附　属　博　物

京郡市考古資料館

／J

兵庫牌教育委員会

（三田市教育委員会）

兵庫県教育委員会

（三田市教育委員会）

加東郡教育委員会

H

JJ

明石市立文化博物館

／J

兵庫県教育委員会

京都国立博物館

／J

兵庫県教育委員会

／／

神戸市教育委員会

／J

No．　出　土　地　　　　　　　　　　　　　　　　　　資　料　名　　　　　　所　蔵　者

31神戸市垂水区民沙門1号項

32　奈良県五傾市南阿田大塚山古墳

33　京都市西京区大技山22号墳

34　兵庫県明石市赤根川・金ヶ崎窯跡

Ⅴ　ミニチュアで飾られた器

35　出土地不詳

装飾小腹

有蓋高巧

器台

杯身

装飾付子持壷

子持壷

蓋杯

装飾付台付壷

蓋坪

配像構

蓋杯

子持台付壷

36　兵庫県加古川市池尻古墳群升田山15号墳　　　　子持台付壷

蓋杯

37　兵庫県加古川市宮山3号墳

38　兵庫県尼崎市園田大塚山古墳

39　奈良県桜井市倉橋古墳

40　出土地不詳

41出土地不詳

42　奈良県平群町烏土塚古墳

43　奈良県北葛城郡新庄町山

44　京都市右京区異1号墳

45　兵庫県三田市西山6号墳

46　広島県本郷町御年代古墳

＊都合により一部の資料の展示替えをします。

子持台付壷

短頸壷

子持壷

蓋杯

子持台付壷

子持台付壷

子持台付壷

子持器台

蓋杯

子持器台

無蓋高杯

子持務台

蓋杯

子持蓋付壷

子持高杯（複製）

ー6　7－

神戸市教育委員会

II

ll

五條市教育委員会

（奈良県立橿原考古学研究所）

京都市考古資料館

明石市立文化博物館

／／

神戸市立博物館

加古川市教育委員会

加古川市教育委員会

京都大学文学部博物館

奈良県立檀原考‾古学研究p斤
附　　属　　博　　物　　館
奈良脱力二檀原考古学研究所
附　　属　　博　　物　　館
奈良県二た檀原考古学研究所
附　　属　　博　　物　　館
奈良県二た植原考‾青学研究所
附　　属　1専　　q勿　　館

京都大学文学部博物館

京都市考古資料館

三田市教育委員会

広島脾立歴史博物館



（2）南蛮紅毛美術展示

旧南蛮美術館所蔵資料及び本館収集資料を中心に、テーマを設定した企画展示を行う。

展 覧 会 名 会　　　 期 内　　　　　　　　 容

黄葉美術展 5．9．25～ 10．23 江戸時代 の初頭、 中国 か ら隠元禅師が もた ら

した新 しい禅宗美術 の諸相 を、絵画や書作 品

約50点 で概観

南 蛮美術名品展 6．1．8～2．20 日本 とヨーロ ッパ との初めての 出会 いか ら生

まれた、 17世紀 は じめの南蛮屏風や 洋風画、

南蛮 漆器な どを展示 。

軒

熊

鷹

目

刺

1

侶

岬

・

息

＝

撞
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1

．

日
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私

刑

肌

州

川

黄葉美術展平成5年9月25日～10月23日

一出品自称〆

回簑壷宗を伝えた人ごり人
日本黄葉京の開祖・隠元禅師（－59州73）と、弟子の木庵牒非らの削象画を展

示します。禅宗の削象画は頂相と呼肌師から弟子への伝法の証明となるものです

が、黄葉宗のそれは真正面向きの姿に特色があり、顔には西洋画から学んだ陰影をほ

どこして、写榊に紛れます0静長兵衛と静元規はその代表的な画家で、2人

は親子か師弟だったと考えられています。同じ人物を掛、ても、作られた年齢によっ

て白髪やシワの数などに変化が見られ、黄葉削象画の写実性をよく実感させてくれま

す。また、異なる画家が掛すぼ、同じ人物であっ・てもずいぶんと印象は変わってさま

す。l～5．7の隠元像や2、6、7の木庵像で比較してみて下さい0

1．密雲・責阻隠元像

2．隠元・木尾・即非像

3．隠元僚厨獅像

4．隠元隆婚像（＝高僧像のうち）

5．隠元隆掩像

6．木庵性娼像

7．線元・ネ庵・鉄牛像

8．森鹿道明像（遊山釦

9．羊簑性伎像（円相）

10．夫東海権像

11．（参考）虎図
々し－Jl■1

12．サ灰蜂寂廓像

13．大潮元蛙像

14．林道栄像

15．達　磨　図

天和3年（1683）木馬性習賛

呂自賛

自賛

独湛性埜辛

享保18年（1733）宝航元済贅

延宝2年（1674）自賛

延宝8年（1680）鉄牛造機賛

宝永7年（1710）自賛

元禄13年（1700）自賛

元禄14年（1701）自賛

逸然性敵軍

喜多長兵衛筆

書多良兵衛筆

棄睾心越筆

渡辺秀石筆

書多元親筆

喜多元梶筆

元　高　筆

元　喬　筆

元　香　筆

元　香　等

元文5年（1740）姦盗照萬苧永井元真筆

自賛
津田元瑠筆

延宝3年（1675）不魔性珍契喜多元親筆

3幅対　縞本署色

3憶対　紙本書色

1幡　紙本書色

1幅　縞本署色

1囁　紙本署色

1幅　紙本書色

1幅　終本署色

1幅　窮本書色

1幅　抵本書色

1幅　梶本書色

1幅　損本書色

1幅　絹本署色

1幅　紙本書色

1幅　絹本著色

1幅　絹本著色

回唐絵の誕生一江戸奇体美の源流一‾
黄葉宗がはぐくんだもうーつの絵画は、削象画の写実主義とは全く対照的な、唐絵

という奇怪でユキセパリック（常軌を逸臥た）な、個性的スタイルでした0これ

は黄葉憎らが郎こんだ明清画風の影響を受けた中国臭の強い画風で、18世紀に日本

で流行する「奇体臭」の源流といえます。このコートでは、中国から日本の黄果寺院

へ仏画を描き送った陳賢、黄葉寺院の仏像を作るために来れた醐家濁道生（1635

～1670）、長崎の在留唐人で隠元を日本へ掛、た貴酬・逸然（160トノ鵬、その

土日

日本人弟子で唐絵の奇体臭を増幅させて独特の画風を築いた河村葛芝（－638～1707）

～・：・・摘　慧孟禁忌芸苧呈芸誌三靂蔓草主立ミラ三吾：吏二■慧竺（l‡雲

らの作品を展示します。

16．羅　漢　図

17．羅　漢　固

宝永6年（1709）鉄心道脾琶陳　箪　筆

郎非Ⅶ一葉
－7　0一

屯遣生筆

1幡　紙本淡彩

1億　濱本・淡彩

18．朱衣達磨図

19．布　袋　図

20．観音・布袋・寒山図

21．六　祖　像

22．群仙星祭図

23．山　水　図

24．芦葉達磨図
；＿　か／L

25．皇干騎虎園

26．達　磨　図

27．達　磨　図

28．寒　山　図

29．石橋白頭翁図

悦山道宗苧　　　　　　　　陳　秀　山　筆

虹性易賢覧文2年（1662）達然性融筆

隠元・木馬・朋E賀寛文2年（1662）逸然性融筆

憶元隆椅賛

寛文9年（166g）

延宝3年（1675）

延宝5年（1677）

木庵性糟賢延宝5年（1677）

貞享元年（16糾）高泉性教等

不魔性王召貸

即非知一袋

林道栄賛

逸然性融筆

河村岩芝筆

河村若芝筆

河村岩芝筆

河村若芝筆

河村若芝著

河村若芝筆

河村若芝筆

渡辺秀石筆

1　幅　　紙本書色

1　幅　　絹本若色

3幅対　　絹本着色

6幅対　　縞本書色

1　幅　　絹本若色

1　幅　　絹本着色

1　幅＿　絹本若色

1　幅　　縞本書色

1　幅　　絹本若色

1　幅　　紙本墨画

1　億　　紙本書色

1　幅　　絹本著色

回画僧・鶴毒の作品
憶元禅師の束日（1654年）からほほ川0年、は世紀の上方で黄葉絵画の伝統をみご

とな花鳥画に結束させたのが、長崎出身の黄葉憎・鶴亭（1722～1785）です。長崎の

聖福寺で貴果憎になった鶴辛は、若くして上方へ移り、奇妙な造形感覚と華麗な色彩

で美しい花鳥画を描くかたわら、機智に富んだ水墨画にもすぐれていました。黄葉文

化が生んだ造形美の、ひとつの頂点をなす画家といってよいでしょう。

さ某園らとの交遊が知られていますが、大阪を代表する文人・木村集夜営

も、少年時代に鶴草から絵を学び、貴葉風の作品を残しています（40）。

30．校鷹小禽図

31．竹に黄鳥囲

32．校に白鷹図

33．墨　梅　園

鋸．山　水　図

35．南蛮芋に蓄椒屈

36．牡丹綬帯鳥図

37．大根にねすみ屈

38．墨　梅　図

39．仏等給に綬帯鳥図

40．桃　花　図

回黄葉墨乳とこ
41．築山遺芳（尺廣帖）

42．付与永照尼侶

回　彫像類
43．関　羽　像

44．羅　漢　像

45．伝鄭成功像

宝暦3年（1753）　　　　　鶴　亭　筆

宝暦4年（1754）　　　　　鶴　亭　筆

鶴　亭　筆

鶴　亭　筆

明和元年（1764）

明和6年（1769）

自責

鶴　亭　筆

鶴　亭　筆

鶴　亭　筆

鶴　亭　筆

安永7年（1778）悟心元明責　鶴　亭　筆
安永4年（1775）

鶴　洲　筆

宝暦7年（1757）

宝永2年（1705）

承応2年（1653）

一71－

木村森岳望筆

川佃たい　か　　　や仁■卜され

池大雅や柳沢

（け36～ほ02）

1■嘩　絹本若色

1　幅　　絹本若色

1　幅　　絹本若色

1　幅　　紙本墨画

1　億　　紙本墨画

1　幅　　紙本淡彩

1　幅　　絹本若色

1　幅　　紙本墨画

1　幅　　紙本墨画

1　憶　　宿本書色

1　幅　　紙本淡彩

寒林、実伝、惟一、千呆ら筆1　帖

森壷道明筆　　　1巻

悪　道　生　作

赤星ノ1左衛門・庄兵衛作

善
　
書

墨
　
墨

本
　
本

紙
　
紙

木
　
調
　
鋼

姫
　
堰
　
姫

1
　
　
1
　
　
1

造
　
道
　
道



回参考国軍
46．醸元和尚雲湊三集

47．先　民　伝

48．長崎画人伝

49．唐伝書芝鍔細工系図

50．黄葉宗鑑録

51．巽斎病因（纂霞堂〔口語）

隠元俺騎獅像

寛文3年（1663）奥付

責履讐葺と儲渦叙

南源、高泉、暁堂＼惟一編

産千里蘇

渡辺鶴洲等

嘉永4年（1851）奥付　若芝是高再訂

寛政2年（1790）再刊房

事和2年（1802）抜　隆司彦隔

16．陳賢筆　羅漢図

一7　2－

2　冊　木版墨摺

2　冊　木版墨摺

1冊　手　　書

1冊　手　　書

2　冊　木版墨澤

1冊　手書・実捺

38．鶴亭筆　墨梅図

南蛮美術名品展　平成6年1月8日～2月20日
－出品目録－

桃山時代、南蛮ブームの火つけ役となったのは2人の天下人・織田信長（1534～15

82）と豊臣奇書（ほ38～l粥8）でした。信長は伝統文化の束縛をきらい、南蛮ものを

愛好するとともに、キリスト教にも厚い保護を加えています。また秀吉は、大正は年

（1587）に宣教師追放令を出し、キリスト教こそ禁止の姿勢をとりましたが、貿易の

才は従来どおりという方針でした。世俗的な南蛮文化が爆発的な流行を見せるのは、

まさにこの奇書時代のことなのです。

1．織田信長像（重要文化財）　　　天正11年（1583）古渓宗陳賛

2．豊臣秀吉像

桃山時代

桃山時代

1　　　幅

1　　幅

天文は年（1549）イユズス合士ザヴィエルの来日以降、日本にもセミナリオやコレ

ジオといった学枚が作られ、油絵の孜法や遠近法、陰影法といった西洋の写実的表現

が、初めて日本べ伝えられました。礼拝用の壁画は、キリスト教弾圧の中でほとんど

失われ、今は3など、わずかしか残っていませんが、信仰に直接関係のない世俗画は、

大名などへの贈呈用だったと思われ、まとまって残されています。また、のちには10

のように、西洋の妓法で日本の伝統画題に取り組む画家も現われました。

3．空フランシスコ・ザウイ工ル像

4．泰西王侯騎馬固く重要文化財）

5．求水車のある西洋風俗国

6．西洋風俗図

7．武将包

8．莱師父読書図

9．老師父屈

10．達磨固

伝借方筆

江戸時代初期

江戸時代初期

桃山～江戸時代初期

桃山～江戸時代初期

桃山～江戸時代初期

桃山～江戸時代初期

桃山～江戸時代初期

元禄15年（1702）雪村道香賀　　　　　　江戸時代初期

1　　　面

4曲1隻

6曲1隻

6曲1双

2曲1隻

1　　　面

1　　　面

相■■■厩

桃山時代は、風俗画－現実の人間生活を主確とする絵画－が流行した時代です

が、中でも西洋人の渡束、交易の様子を描いた南蛮屏風は、珍奇で未知の風俗を楽し

める画鞄として喜ばれました。これらが発見されるのは、主に港町の豪商の家からで、

水運業を営む市民層でとりわけ愛帰されたことがわかります。のちに南蛮屏風は、南
－7　3一



蛮船イコール宝船、南蛮人は福の神、というような現せ利益を頗う俗信仰に支えられ、

縁起ものとして鎖国後も描き続けられました0

11．都の南蛮寺図

12．南蛮屏風

13．南蛮屏風（残欠）

14．南蛮人交易図

15．花下群舞包（左隻）

16．万国人物囲

狩野宗秀筆

狩野内陸筆

桃山時代　　1　　面

桃山時代　　6曲1双

江戸時代初期　　4曲1隻

江戸時代初期　1　　幅

桃山時代　忌誓彗
江戸時代初期　　3帖のうち

南蛮屏風に散りばめられている異国の風俗は、絵画ばかりでなく、より身近に日常

生活で用いる工芸品の中に相場しました。南蛮人や洋犬、鉄砲、かるたなどの南蛮

モト7、あるいは縞、水玉など西洋風の幾何学文様が、異国風デザインとして器物

を飾ったのです。その代表的なものは馬具や文房具といった漆工芸品ですが、陶器や

服飾、金工品のジャンルにも、その影響は及んでいます。

17．南蛮人洋犬蒔絵硯箱

18．鉄砲蒔絵大鼓胴

19．南蛮人蒔絵鞍

20．南蛮人蒔絵箱
そうだ山勘砂

21．京染通宝銭・南蛮人象骸鐙

22．天正かるた版木重箱

桃山時代

桃山時代

慶長9年（1604）

桃山時代

桃山時代

桃山時代

1

　

1

　

1

　

バ

ー

　

1

　

1

漆器は俗にJapanとも呼ばれるように、東洋独特の工芸品としてヨーロッパで人気

を集めました。桃山時代には、来日した宣教師や商人らの注文によって数多くのタ帽

向け漆器が作られ、海を渡ったのです。これらも大別するとキリスト教で用いる祭具

と、一般で装飾声れて用いる調度とに分けられますが、いずれも器形には西洋のデ

ザインを基調とした上に、秋草など日本的な文様を凱ており、東西文化の美しい融

合が見られます。光り輝く脚（夜光貝やアワビなどの貝片を薄くけずってはめこむ

級法）の多用も、国内向けには見られない輸出用漆器の特色です。
しよ軌す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桃山～江戸時代初期

23．貝貼り書箪笥

24．住吉社図蒔絵螺組鮫皮貼り鞍袋形洋箱
已慧望望．H∧地織現出悠　　　　　　　　　　　桃山～江戸時代初期

ー7　4－

合
　
個
　
背
　
合
　
対
　
合

（激は個人蔵、それ以外は本館所酎

（4）ギャラリー

展　 覧　 会　 名 会　　　　 期 内　　　　　　　 容

神戸ゆかりの芸術家 5．5．13～5．19 金山平三 ・田村孝之介 ・林重義など神

たち展 戸ゆかりの画家の作品を展示。

神戸ゆかりの芸術家

たち展

5．6．30～7．11 柳原義達の彫刻とデ ッサ ンを展示。

川西　 英版画展 5．9．22～ 10．24 神戸生まれの木版画家川西英の作品か

ら風景を選んで展示。

神戸ゆかりの芸術家 5．10．31～ 6．1．6 田村孝之助を中心 とし、同時代 に活躍

たち展 した神戸ゆかりの画家たちの展示。

異国を描 く浮世絵展 6．1．8～2．24 所蔵品の中から浮世絵の名品を選んで

テーマを決めて展示。

山下　 摩起展 6．2．26～ 4．10 神戸生まれの異色の日本画家山下摩起

の作品を所蔵品の中か ら選んで展示。

7　5
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川西　英（189卜1965）
明治27年，神戸市兵庫区乗出町に生まれる0兵庫で代々回船業と乾物米穀問屋を営む淡路屋

を屋号とする商家の七男0本名，川西英雄。兵庫県立第二神戸中学校（現兵庫高校）から兵庫

県立神戸商業へ転入学○在学中より洋画を制作。大正1低兵庫乗出郵便局長とな。・以後・
業務のかたわら版画を制作するようになる0関西での創作版画運動の草分け的存瓦

大正12年，日本創作版画協会展に初入選以後・斬新で明快な作風の木版画を意欲的に制作＼
国内，国外の展覧会に発表する○昭和3年・国画創作協会展に初入選。7年・日本版画協会会
員に推される。10年，国画会会員となる。
自分で下絵を描き，版を彫り，丹念に潜。あげるという自乱自乳白蓮をつらぬき，ブラ

ッゥ，マチス，カンディンスキー・レジェミロなど主に画集を通じて多くの西欧の画家の作
品からうけた刺激を，独自の造形感覚と卓抜な色彩感覚で消化・新しいスタイルの親密で装飾
性の高い木版画を完成させた0近年・版画ガ重要な表現のひとつとして認識され・川西の評価
はとみに高くなっている。
昭和24年，兵庫県文化乳37諷神戸新聞平和賞。40年・神戸において没。

中一す一十一1叶－小一ヰー－サーや・－4－…－ヰー中坤一中一・十一すーすーや一・小

出　品　目　録

異国を描く浮世絵展　平成6年1月8日～2月24日

作　品　名

1．神戸海岸風景
2．湊川公園
3．布引雌滝
4．神戸居留地
5．神戸百景の内　花隈
6．神戸百票の内クリスマス・セール
7．神戸百葉の内　西洋薬種店
8．神戸百葉の内　須磨海岸
9．神戸百景の内　北野
川．神戸百票の内　栄町
11．古道具屋
12．中華街1
13．舞　　　子
14∴須磨浦残照
15．元町初衰
16．神戸背山・六甲山
17．港　の　祭
18．神　戸　港（青）
19．太　山　寺（秋の寺）
20．タ　　　映（兵庫港）
21．港　　都（信号旗）
22．国際海港
23．海港展望台
24．夜　の　港（アネモネ）
25．帝　　　台
26．港　の　歌
27．港　傭　轍（異人館）
28．外国航路（クレセントピル）
29．観　光　船
30．神　戸‾港（黄）
31．神戸情緒
32．神戸風景

制作年

昭和4年（1929）

昭和5年（1930）

昭和5年（1930）

昭和7年（1932）

昭和川年（1935）

昭和10年（1935）

昭和11年（1936）

昭和11年（柑36〉

昭和11年（1936）

昭和11年（1936）

昭和16年（1941）

昭和柑年（1944）

昭和21年（1946）

昭和22年（1947）

昭和24年（1949）

昭和25年（1950）

昭和26年（195日

昭和28年（1953）

昭和30年（柑55）

昭和32年く1957）

昭和32年（1957）

昭和32年（柑57）

昭和32年（1957）

昭和32年（1957）

昭和32年（1957）

昭和35年（1960）

昭和35年（1960）

昭和36年（1961）

昭和36年（1961）

昭和38年（1963）

昭和39年（1964）

胞祁39年（柑64）頃

技　法

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色摺

木版色搭

木版色招

木版色摺

木版色摺

木版色招

木版色摺

木版色摺

アクリル板に油彩

画面寸法
27．9×34．9cm

26．5×33．9cm

26．8×34．3cm

32．2×3日．5cm

16．0×25．3cm

t5．5×25．5cm

15．0×24．0cm

は．5×25．5cm

15．5×25．5cm

15．5X25．5cm

45．3×60．3cm

48．0×33．0cm

21．5×25．8cm

32．3×44．8cm

48．3×32．2cm

こ圭二黒二：：：
32．8×23．5cm

24．6×33．6cm

45．3×60．0cm

32．9×48．4cm

45．0×60．0cm

60．0×46．2cm

60．0×45．1cm

59．5×44．5cm

61．1－×46．2cm

60．Dx89．0cm

32．9×48．4cm

24．2×32．9m1

24．0×32．9cm

24．8×33．4cm

33．2×48．2cm

74．Dx59．0cm

作品保存のため会期中展示替えをすることがありますd
－7　6－

江戸時代の鎖国の世にあっても、世界の地誌学上の知識としては、エジプトのピ

ラミッドやロードス島の巨人像など、半ば伝説上の「名所」も知られていました。

しかしそれは現在の私たちの世界地理の知識からは遥かに程遠く、日本人が的確に

海外の事情を把握できるようになるのは、やはり近代以降のことのようです。

幕末から明治にかけて、例えばワシントン、ロンドン、パリといった、今日馴染

み深い土地の存在が広く知れ渡りつつあったことは、ここに展示する浮世絵版画か

らもわかります。とは言え、これらに措かれた外国の風景が、私たちの知るそれと

は大きくかけはなれているもの事実です。

これらに見られる多くの誤解と誇張が生まれた背景には、情報不足からくる混乱

はもちろんのこと、身近になりつつあった欧米人とその風俗に対する驚きと戸惑い、

そして彼らがもたらした圧倒的な文明のカへの憧れとコンプレックスなどが交錯し

ていたことでしょう。

近代日本の黎明期に多く描かれた、これら奇妙な異国風俗図の数々を通し、当時

の人々を激しく揺り動かした様々な感情を読み取っていただければ、と思います。

表紙：二代歌川広重「英吉利西籠道大港」

橋本貞秀「亜墨利迦州爾波ホ尼亜港出帆之図」

出　品　目　録

Ⅰ《華盛頓・迦爾波ホ尼亜・亜墨利加風景》

1．亜墨利加州内華盛頓府之景銅板之写生

2．蛮国名勝尽競之内　亜墨利加筆盛頓府

3．北亜墨利加合衆国華盛頓府之図

4．北亜墨利加州

5．亜墨利迦州迦爾汝か尼亜港出帆之図

6．亜墨利加脹之図

3枚続　　歌川芳貞

3枚続　　歌川芳員

3枚続　　歌川芳員

3枚続　　歌川芳員

3枚続　　橋本貞秀

3枚続　　二代歌川広重

Ⅱ《龍動・把里須・欧羅巴風景》

7．蛮国名勝尽競之内　英吉利龍動海口

8．英吉利国●頓図

ー7　7－

文久元（1866）

文久2（1866）

慶応2（1866）

慶応2（1866）

文久2（1862）

文久元（1861）

3枚続　歌川芳員　　　文久2（1862）

3枚続　　歌川芳員　　　　慶応2（1866）



9．各国繁花尽　英書利ロンドン
†IEWIN LOND洲

10．英吉利西龍道大藩

11．蛮国名勝尽競之内　彿蘭西把里須府

12．新和蘭陀南和留連寿国之図

3枚続　歌川芳盛

3枚続　二代歌川広重

3枚続　歌川芳虎

3枚続　月岡芳年

明治6（1873）

文久3（1863）

文久2（1862）

慶応2（1866）

山下　摩起展　平成6年2月26日～4月10日

－山下摩起－

Ⅱ《これでも西洋人》

13．写真鏡　山猟図

14．写真鏡‾涼岳図

15．写真鏡　大象図

16．写真鏡　美人図

17．写真鏡　風船図

18．蛮国人物図絵　英吉利人

19．蛮国人物図絵　意太里亜国王

20．生写異国人物　亜墨利加女官●板●之図

Ⅳ《気球・機関車
21．亜墨利加国蒸気車往来

22．沸狼西国

23．亜墨利加国

24．亜墨利加国

Ⅴ

25．新板阿蘭陀浮画

26．新板阿蘭陀浮画

27．新板阿蘭陀浮画

28．新板阿蘭陀浮画

1枚　落合芳幾

1枚　落合芳幾

1枚　落合芳幾

1枚　落合芳幾

1枚　梅素亭玄魚

1枚　歌川芳艶

1枚　歌川芳艶

1枚　橋本貞秀

文明の利》
3枚続　歌川芳員

3枚続　歌川芳虎

3枚続　歌川芳虎

3枚続　歌川芳虎

《世界七不思議とそのパロディ》

払誠抱舶
脇立絹娼翌換

弛繍班踵猷転り

娘盤闘焼殺

29．新枚阿蘭陀浮画巌夢継親誓

3。．誌舶鐘妄毘為銀影由

31．朝比奈島遊び

1枚　歌川国長

1枚　歌川国長

1枚　歌Jtl国長

1枚　歌川国長

1枚　歌川国長

1枚　歌川国虎

3枚続　橋本貞秀
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文久元（1861）

文久元（1861）

文久元（1861）

文久元（1861）

文久元（1861）

文久元（1861）

文久元（1861）

万延元（1860）

文久元（1861）

慶応元（1865）

慶応3（1867）

慶応元（1865）

江戸時代

江戸時代

江戸時代

江戸時代

江戸時代

江戸時代

万延元（1860）

日本画家・山下摩起（ほ90～1973）の名が広く知られるようになったのは、大阪四天

王寺五重塔の壁画制作にたずさわった70オ前後の頃からだった。昭和35年（l960）、これ

が一応の完成をみたとき、「この壁画は未完成である。私が生きているかぎり、筆に筆を

加え、よりよさものへ画いていく」と摩起は語っている。この言葉は、彼の創作活動の

徹底ぶりをよく示している0日本画の新たな可能性を切り開く摩起の挑戦と試みは昭和

48年（用73）、83オで亡くなるまで続けられた。

有馬の旅館に長男として生まれた摩超は幼い頃から絵を描くことを得意とし、明治43

年（刷0）に20オで文展に人選、22オに文展で褒質を受けるなど、日本画家としての出

発は順調であった。だが早くから伝統的な日本画に飽きたらなくなり、画壇とはある距

離をたもち、一才で洋画の削作も行い、新しい刺激を求めフランスへも渡った。後期印

象派やキュビスムの洗礼を受けた摩超は、帰国後、大曲一双屏風の大作「雪」（西宮市大

谷記念美術館）にみられるような斬新な表現を日本画に取り入れるようになった。

たたみ掛けるような色面の重なりと、のぴやかで鋭い筆線を生かした摩起の作品は、

新たな表現を得た彼ならではの成果だった。しかし彼の意欲も当時の画壇には通じず、

昭和8年（l昭3）院展への「雪」の出展はを隻のみ人選という結果に終わった。締切に

追われる公募展では実力が出し切れないと考えたのか、やがて公の展覧合への出品を断

念、地元関西での個展にしか作品の発表を行わなくなり、画壇との距離は更に遠ざかる。

こうして摩喪の執高な創作はますます深められていった。

以上の経歴に加え、特に水墨画の作品を多く描いたので、摩喪は「異色の水墨画家」

と許されることが多い。しかし花鳥などのテーマでは「異色」と言われるほどのあくの

強さはみられず、むしろ清らかで気品に満ちている。画壇から離れて活動を続けた彼の

内向的な一面が、これらの水墨画に反映されているかもしれか、。

摩起の作品でもっとも観る者の目をひくものといえば、その執拗なタッチが印象に残

る仏画の数々だろう。古典的な宗教芸術としての性格はうすめられ、視覚表現のあくな

さ追求から生まれた、画家の崇高さを具現した仏の姿がここにある。

表紙：1．菩薩（紙本書色、個人蔵）
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－出　品　目　録－

1．菩　　薩

2．観世音菩薩

3．菩薩座像

4．金剛力士Ⅰ

5．金剛力士1Ⅰ

6．金剛力士u1

7．如来座像

8．多　聞　天

9．不動明王

10．雪　　　山

11．渓山不尽

12．　滝

13．蓮　　　池

14．　　鷺

15．瑞　　鳥

16．葡萄に栗鼠

17．葡　　萄

18．柘　楷　1

19．柘　楷I1

20．早　　春

21．白　　梅

22．夜　の　梅

23．紅　　梅

Bud曲適tsa血t（Bosabu）

A，al。kitesvara（KmZeOかbo5atSu）

Buddhi5tSaint（Bosatu）

Devaking（Kongo・r混血i）I

DevakinglKongo－rkkh）ⅠI

Devab血g（Kongo・rih混）nI

Tathagata（Nyorai）

VakravanS（Tamonten）

Acala（Fudo・myOO叫

Snowymounta血

B。undleぉmountaimandravhes

Waterfall

LotuSPnd

SnowykronS

Birdoflu：k

GrapeandSq血rel

Grapes

P皿i‥Pples

p皿iCaPPleS

Earlァspdng（Bamb叫

White－鮎WermgUmetree

Umetreeinthenight

Red・鮎we血gUmetree

紙本署色

紙本塁画

紙本塁画

1959年　紙本塁画　当館蔵

1959年　紙本墨画　当館蔵

1959年　紙本塁画　当館蔵

1966年　粧本墨画　当館蔵

1966年　紙本署色　当館蔵

紙本着色　　当館蔵

紙本塁画

1957年　紙本基画　当館蔵

紙本淡彩　　当館蔵

1957年　紙本淡彩　当館蔵

1961年　紙本塁画　当館蔵

紙本淡彩　　当館蔵

紙本淡彩

駄本墨画

紙本淡彩

紙本淡彩

紙本基画　　当館蔵

1968年　紙本淡彩　当館蔵

紙本淡彩　　当館蔵

紙本淡彩　　当館蔵

綿展を開催するにあたり、所蔵品の出品など御協力をいただいた方々に厚く御礼申し上げます。
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3　学習室・図書室

（1）学習室

学習室は、「見る、触る、考える」というテーマに基づいている。常設展示室の常設部門で

十分に表現できない分野を具体的資料を自由に手で触り、動かして、その事物の感触を味わい、

楽しみながら神戸の発展の姿を学習する情報資料提供の場で、次の3つのコーナーをもってい

る。

見るコーナー

博物館で資料展示が困難な、動きのある祭りや生産物の工程を示すもの、また建築物や、空

からの都市景観、神戸の歴史などをビデオディスクを使って映像で紹介している。

これらは、リクエスト型のテレビで解説も日本語、英語のいずれでも聞けるようにしてあり、

各自が自由に見たいものを選択できるようにしている。

触るコーナー

常設展示室の原始・古代部門に展示されている縄文時代、弥生時代、古墳時代の土器の模型

を配置し、自由に触り、各時代の土器の解説を見聞きしながら、土器の感触を直接体験できる

ようにしている。

また、国宝桜ケ丘出土の6号銅鐸のレプリカ（複製）にも触れ、銅鐸の音色を楽しんだり、

壁面に描かれた古代人の生活想像画を見ながら、古代人のくらしを身近に感じてもらおうとい

うものである。

考えるコーナー

神戸に伝わる歴史や話題を、モニターテレビから放映される各コース5問題を視聴して、解

答を考えていくのである。各席に備えつけられた操作盤の押ボタンを動かして、解答の正誤が、

すぐにわかるようになっている。

各コースとも、1問題を2分程度のまとめ、10分間、このクイズを楽しむことができる。

（2）図書室

この図書室は、神戸に関係したもの、東西文化交流に関係したもの、考古学に関係したもの、

南蛮・紅毛美術に関係したものを4本柱としている。

館内の展示部門の基礎的理解を深めていきたい人、専門的に探究しようとする人たちのため

に気安く利用できる開架式の図書室である。
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普及事業－各種催し物の開催（平成5年度実績）

・博物館独自の事業

（1）夏休み歴史散歩

（2）夏休み土器づくり教室

5．7．28～29　2教室

5．8．3～4　　成形

2教室

5．8．20　　　焼成

・共催事業

（1）ミュージアム・コンサート

（2）映画上映会（神戸国際インデペンデント映画祭）

（3）映画上映会（ムンク）

（4）映画上映会（93KOBE国際映画祭）

（5）神戸の将来像／イメージ提案コンク‾ル

（6）ひとり芝居

（7）邦楽サロン

（8）午後のシャンソン

（9）その他

一・…‥一一（参考）

共催団体一覧

1．神戸市民文化振興財団（ミュージ7ムコリトト）

2．邦楽鑑賞会

3．神戸芝居カーニバル実行委員会

4．神戸映画サークル協議会

5．KCC

6．神戸映画大賞実行委員会

7．シャンソン協会（午後のシャンソン）

8．その他

ー82－

38人

講師　陶芸家　西念氏

62人

32人

（小計132人）

回
　
回
　
回
　
回
　
回
　
回
　
回
　
回
　
回

5

　

5

　

3

　

2

　

1

　

2

　

8

　

8

　

7

1，150人

1，949人

532人

592人

175人

318人

1，041人

1，508人

684人

（小計41回）（小計7，949人）

合計8，081人

回
　
回
　
回
　
回
　
回
　
回
　
回
　
回

5

　

8

　

2

　

3

　

1

　

7

　

8

　

7

平成5年度事業一覧
常設展 示室

1，2，3，4，5

特 別 展 示 室 1 南 蛮 美 術 室 特 別 展 示 室 2 ギ ャ ラ リ ー 普　 及　 事　 業

4

日本 と外国

との文化交

流のよ うす

＜特 別展 ＞　 ルーヴル美術館 2 0 0年展

夏休み歴史散歩

（7ノ28・7／29）

夏休み土器づ くり教室

月

5

月

6

3／20（土 ）～5／9（日）

を神戸 に焦

点をあてな

が ら展 示

（岡 ・塚原 ・松谷）

5／13（木）～5／19（水） 神戸ゆか りの芸術家 たち展

＜特別展 ＞ アーバ ンリゾー トフェア神戸’93

花 と鳥 たちのパラダイス展 「トーマス ・マ ックナイ ト展」

5／22（土）～6／27（臼） 5／22（土）～6ノ27（日）

月

7

月

8

（成澤 ・森 田 ・塚原） （前田 ・国木田 ・松谷）

神戸 ゆか りの
芸術家たち展

6／30～7／11（日）

アーバ ンリゾー トフェア神戸’93＜特別展 ＞

栄光のオラ ンダ絵画 と日本展 「ア一手テクチュア展 ・タイムけネル神戸」

月

9

月

10

7／24（土）～9／19（日）

（岡 ・三好）

7／17（土）～9／19（目）

（宮本 ・田井）

（8／3・8／4・8／20）

〔南 蛮企画展〕 アーバ ン リゾー トフ ェア神戸’93 川西　 英　 版 画展

黄葉美術展 「印象 一神戸　 絵 画展 」 9／22（水 ）～

月

11

10 2 4
g／25（土）～10／23（土） （塚原 ・岡 ・松谷） （岡 ・塚 原）

燻　　　　　　 蒸　　 10／ 25（月）～10／30（土 ）

＜企画展 ＞ ＜特別展 ＞
神戸ゆか りの

芸術 家たち展

（岡 ・塚原）

10／31（日）

～ 1／6（木）

月

12

月

1

月

2

月

3

西洋人の措いた

日本地図展

（三好 ・前田）

太山寺展

（問屋 ・宮本 ・磯辺）

11／3（水）～12／19（日）

〔古地図企画展〕

古地図名品展

（三好 ・前田）

〔南蛮企画展〕

南蛮美術 名品展

（成澤 ・勝盛 ）

1／8（土）～2／20（日）

＜企画展 ＞

新収蔵品展

（問屋 ・田井 ・

　磯辺）

浮世絵展

（塚原 ・成澤）

1ノ8（土 ）～2／24（木）

＜特別展 ＞ ＜企画展 ＞ 山下摩起展

アイル ラン ド国立 美術館展 装飾須恵器展 （塚原 ・成澤 ・岡）

月 　　　　 （森田 ・宮本）
2／26（土）～4／10（日）

2ノ26（土）　～4／10（土）

特別展開催日数　184日　　　企画展・常設展開催日数　99日　　開催総日数　283日
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収蔵資料

1新収資料
（11受陪資料

資　　　　料

兵庫県管内河川港湾図（昭和12年）

陸地測量部出版地図区域一覧図

大正3年特別大演習修正版地形図

名

古瓦片

明治拾六年郵便汽船出港定日表

神戸名所写真帳

三木明太郎　ヴェトイユ風景A

汐留ヨリ横浜まで鉄道開業御棄初詣人拝礼之図三代広重画

横浜海岸鉄道蒸気車図　三代広重画

桂浜牲返鉄道蒸気車ヨリ海上之図三代広重画

東京横浜蒸気車鉄道之図　立斎広重画

神奈川入河景蒸気車鉄道図三代広重画

横浜牲返鉄道蒸気車全図　三代広重画

東京名勝高縄鉄道の図　三代広重画

東京八ツ山下海岸蒸気車鉄道図三代広重画

西京神戸之間鉄道開業式諸氏拝見之図三代広重画

横浜新埋地高嶋町揚足三階造海岸遠景之図三代広重画

東京品川海辺蒸気鉄道之実景三代広重画

東京名所之内銀座通煉瓦造鉄道馬車往復図三代広重画

境浜新地蒸気車鉄道之真景三代広重画

東京八ツ山下蒸気車往復鉄道之図三代広重画

蒸気車出発　三代広重画

御発輩従新橋ステーション御乗車之図三代広重画

東京品川海岸蒸気車鉄道之図三代広重画

東京開華名所図絵之内志ん者し鉄道寮三代広重画

東京開化三十六景高輪大木戸三代広重画

東京名所図会品川八ツ山下鉄道三代広重画

東京名所図会品川鉄道汐留ステーション三代広重画

東京名所図会金杉橋より芝浦の鉄道三代広重画

東京横浜名所一覧図会横浜道ひらぬま新地三代広重画

東京名所新橋ステーション蒸気車図三代広重画

東京名所芝浦鹿島神社寮三代広重画

東京名所図絵汐留鉄道館　三代広重画

東京名所図絵八ツ山下の鉄道三代広重画

東京名所写真十二景汐留蒸気車ステーション三代広重画

東京名所図絵新橋ステーション蒸気の発車三代広重画

東京横浜名所一覧図会高輪蒸気車鉄道三代広重画

一84一

数量

1枚

1枚

1枚

34点

1枚

1冊

1面

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

1枚続

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚
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資　　　　　料　　　　　名

東京開化州六景　新ばし鉄道館　三代広重画

東京名所美人揃　芝浦の鉄道蒸気車　三代広重画

東京高輪鉄道蒸気車全栄図　一曜粛国輝画

東京高輪蒸気車鉄道之全図　一曜粛国輝画

東京名勝之内　高輪蒸気車鉄道全図　一曜粟国輝画

東京汐留鉄道蒸気車通行図　一曜粟国輝画

数量

1枚

1枚

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

東京汐留工部省鉄道蒸気車築地海軍司保天留観景之図　一曜粛国輝画　　3枚続

東京新橋煉花石鉄道蒸気車真景図　一曜賓国輝画

東京蒸気車馬車人力繁栄図　一曜粟国輝画

東京高輪往来車重行合之図　一曜粛国輝画

東京各大区之内　新ばしステーション　ー曜賓国輝画

東京各大区之内　芝金杉橋遠景　一曜粛国輝画

鉄道開業新橋夜景図　孟粛芳虎画

横浜海岸鉄道之図　芳虎画

東京蒸気車之図　孟粛芳虎画

芝口汐留橋ヨリ鉄道館一覧之図　永鳥孟奈画

東京高輪海岸蒸気車鉄道走行之全図　一孟粛芳虎画

七福神蒸気車乗発図　芳虎画

車づくし　芳虎画

新開名所　志は留鉄屋館　孟粛画

高輪蒸気車之図　芳虎画

六郷蒸気車鉄道之図　昇秀一景画

高輪鉄道よ里汐留鉄道一覧の図　広好一景画

汐留与里蒸気車通行の図　昇帝一景画

高輪鉄道蒸気車之図　昇秀一景画

開化因循興発鏡　昇粛一景画

東京名所三十六戯撰　高なわ　昇秀一景画

従東京上野至武州熊ケ谷蒸気車往復繁栄之図　栄賓重清画

上野高崎間鉄道之図　栄粛重清画

東京浅草金龍山並こ鉄道馬車繁栄之図　栄賓重清画

境浜鉄道蒸気出車之図　梅堂国政画

東京新橋　鉄道繁栄井高輸遠景　梅堂国政画

蒸気車鉄道牲返之図　梅堂国政画

横浜鉄道蒸気出車之図　梅堂国政画

大元帥陛下凱旋御着京之図　国政画

新橋停車場　福嶋中佐着車之図　小国政画

東京名所之内　上野山下鉄道蒸気車之図　梅寿国利画

東京名所蒜上野山下鉄道真景　梅寿国利画

横浜ステーション之図　豊童画

横浜新海地高鳥町鉄道之真景　豊童画

横浜高鳥神風桜之図　歌川国松画
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3枚続

3枚続

3枚続

1枚

1枚

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

1枚

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

1枚

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

1枚

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

3枚続

名
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資　　　　料 名

神戸名所の内　生田川鉄道蒸気　小信画

日本西洋船づくし井二風船の図蒸気車鉄道通行の図小信画

横浜ステーション蒸気入車之図並海岸洋船燈明大を眺望す国鶴画

新橋鉄道館　五雲亭貞秀図

高縄鉄道之図　一魁粛芳年画

明治小史年間紀事皇后宮西京行啓鉄道舘発車之図一魁帝芳年画

東京名所上野停車場之真景　幾英画

新橋ステーション之脹　楊州周延画

皇太后宮還御図　楊州粛周延画

鉄道停車場　石暫治明画

大日本鉄道発車之図　勝月画

新橋馬車通行之図　楳寿国登志画

東京名所上野山下ステション開業式汽車発車之図長谷川国吉画

東海道上り列車　鉄道寿語六　長谷川国吉画

東京名勝　開化真景　新橋鉄道　竹葉画

横浜名所の内　蒸気車館昌栄之図　永林画

上野公園　国秀画

高輪牛町騰月景　小林清親画

川口鉄橋　井上安治画

ステーションノ雪　井上安治画

上野ステーションノ　井上安治画

東京十二月之内四月　品川之景　国一画

東京駅　笠松紫浪画

八ツ山鉄道の図　作者不詳

伊勢名所　順路之図　作者不詳

東海道中貴社双六　作者不詳

鉄道線路　改正明細皇国測量全図

官許　汽車発着時刻表　全賃金表

神戸兵庫　両港市街之図　京阪神汽車発着時刻表

汽車時刻京都発引札

大阪名所　住吉乃月景　基春画

東京名所　品川沖之景　春孝画

東京名勝　新橋停車場と高輪泉岳寺　延一画

東海道鉄道興津浜真景

高輪より品川沖之秋景

東京名所　新橋停車場

遼陽停車場汽車破壊及露兵潰走之光景

大阪伊賀汽車積荷物運送所引札

鉄鋼釘金物商引札

男女用蛇目寺院用長柄盆踊今基他提灯類引札

従汐留横浜迄蒸気車鉄道牲辺之図　三代広重画

芝汐留鉄道蒸気車通行之図　昇秀一景画

一8　6－
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（2）購入資料

資　　　料

ア　絵画・彫刻

松尾秀山筆　紅毛人図

海獣図瓦版

村田鶴皐筆　失姓肖像

河村若芝筆　豊干騎虎図

花道生筆　羅漢図

元毒筆　虎図

金谷三石筆　新柳机々鳥図

鶴亭筆　墨梅図

武勇魁図会　英泉画

宇治川先陣争図　貞秀画

名 数　量 資　　　料 名

2面　　染付花井に洋文字文鉢

1枚　染付花井に西洋風景図水差

1幅　　染付花井に鮭図杯洗

1幅　　染付花井図盃台

1幅　　染付西洋風景図鉢

1幅　染付瓢箪に西洋風景図火入

1幅　　染付紅毛人に西洋風景図八角火人

1幅　　染付西洋風景図鉢

1冊　　染付花井に西洋風景図杯洗

3枚続　染付褐柚西洋風景図水滴

東風俗福つくし　ふくどく　橋本周延画1枚

東風俗福つくし　洋ふく　橋本周延画　1枚

東風俗福つくし　大礼ふく　橋本周延画1枚

貴女裁縫之図　安達吟光画　　　　　　3枚続

教育誉之手術　東洲勝月画　　　　　　3枚続

開化因循興廃鏡　昇粛一景画　　　　　3枚続

本朝武勇鑑　熊谷次郎直美　国芳画　　1枚

本朝武勇鑑　無官太夫敦盛　国芳画　　1枚

染付花井に西洋風景図植木鉢

染付西洋風景図億炉

染付西洋風景図燥炉

染付千鳥文鉢

染付洋文学に蓮花文盃

染付紫軸青海渡文水注

染付烏文角形向付

染付異国風景図盃洗

洛中洛外図　　　　　　　　　　　1隻　反射式のぞき眼鏡

戸田忠翰筆　白鷺追兎図　　　　　　1幅　色絵紅毛人立像大皿

雀亭筆　牡丹岩小禽図　　　　　　1幅　色絵岩に紅毛人文八角皿

鶴洲筆　梅に机々鳥図　　　　　　　1幅　カットガラス瓶

鶴洲筆　山水図　　　　　　　　　1幅　色絵松に紅毛人文蓋付碗

新形三十六怪漢　布引滝悪涼太義平霊討1枚　色絵松に紅毛人文蓋付碗

鹿波治郎

元川嘉津美　旧居留地15番館

当時形勢はやりすたり見立取組角力

舶来大象之図　芳盛画

イ　工芸品

染付西洋風景に騎馬人物図皿

染付瓢箪に金魚文杯洗

染付洋文字に異国風景図三段重

染付龍に蛸唐草文茶人

染付山水図火入

色絵松に紅毛人文蓋付碗

1枚　　染付杖を持つ紅毛人文蓋付碗

1枚　　染付紅毛人立像六角向付

1枚　染付紅毛人立像八角向付

染付紅毛人立像向付

染付龍に毛人立像六角向付

1枚　　切子藍色被せガラス栓付瓶

1枚

1点　　り　書籍・典籍

1点　　装剣奇貨

1点　　キルヒャー　地下世界（1665年刊）
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点
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資　　料　　名

工　考古資料

東播系中世須恵器聾

画文帯神獣鏡

珠文鏡

オ　歴史資料

諸荷物廻漕問屋細川治右衛門引札

寺島宗則書簡（伊藤俊介宛）

某書簡（中島判事宛）

新坂新古見立立尽

馬鹿ノ番付

俳詰兎の目

神戸市水道増設工事一般平面図

バーガレー氏個人アルバム

布引雌滝・居留地海岸通（古写真）

布引付近から神戸港を望む（盲写真）

雑居地海岸通（古写真）

神戸名所等絵葉書

中曽根氏旧蔵写真・乾板

昭和天皇玉津寮視察関係写真

六甲山電気鉄道敷設関係資料

馬鹿の番付（明治15年）

神戸市社会事業分布図

日本紳士録（大正2年）

日本紳士録（大正16年）

日本紳士録（昭和6年）

数　量

1点

1点

1点

1枚

1通

1通

1枚

1枚

1冊

1枚

1冊

1枚

1枚

1枚

14枚

1件

7枚

一括

1枚

1枚

1冊

1冊

1冊

資　　料名

タプリュ・エム・ストラカン会社広告

JAPANDIARY（1902）

外国人入京免状

真光寺大仏

神戸港等

神戸名所絵葉書等

ハンセル氏個人アルバム

カ地図・絵図

ファルクアジア図

陸別一万分一地形図神戸近傍

伊能忠敬測量江戸実測図

オッテンス太平洋図（1745年）

デ・ウィット太平洋図（1675年）

アジア図（1792年）

コイレン太平洋図（1738年）

ァラートインド洋図（1700年）

ロッシ中国日本図（1682年）

アラートアジア図（1690年）

新タルクリア図（1738年）

日本内海神戸港

キ複製・模造・模型

鳥取県泊銅鐸複製

東京銀座通電気燈建設之図（復刻）

数　量

枚

冊

枚

件

件

杖

冊

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

5

1

　

1

1枚

12枚

1舗

1枚

1枚

4枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

年　　 度 件 ＿　　　　　 数 貸　　 出　　 先 貸　 出　 点　 数

6 1 4 3 4 1 43 5

6 2 39 33 44 8

6 3 3 9 36 3 16

1 4 9 46 4 35

2 4 8 46 4 59

3 4 5 52 54 2

4 4 4 5 8 3 18

5 54 7 1 3 92

2．特別利用

6 1 年 度 6 2 年 度 6 3 年 度 元 年 度

件 点 件 点 件 点 件 点

熟　　　　　 覧 5 1 4 26 60 4 24 5 6 4 4 7 23 24 6

模　　　　　 造 1 5 4 4 4 8 4 6

撮

影

映 画 テ レ ビ 7 29 30 92 4 3 17 1 24 13 1

写　　　 真 4 3 2 3 1 79 ： 4 07 6 4 4 7 5 52 2 13

掲　 載　 許　 可 2 10 5 22 2 58 7 24 26 6 77 9 2 90 6 06

原　 版　 使　 用 17 1 5 2 8 194 6 45 2 12 70 5 2 20 5 87

紙　 焼　 付　 与 2 2 6 9 48 2 4 8 4 0 13 8 38 12 1

そ　　 の　　 他 25 7 8 3 0 14 0 25 86

合　　　 計 50 5 1，8 10 6 98 2 ，62 2 7 15 2 ，86 3 6 76 1，9 96

2 年 度 3 年 度 4 年 度 5 年 度

件 点 件 点 件 点 件 点

熟　　　　　 覧 4 6 3 7 8 2 1 2 6 2 3 5 29 5 42 2 77

・模　　　　　 造 3 5 7 10 5 5 4 5

撮

影

映 画 テ レ ビ 3 4 1 19 56 19 8 5 9 23 7 5 1 2 29

写　　　 真 4 0 2 5 7 3 1 2 9 9 5 3 46 2 44 198

掲　 載　 許　 可 2 89 7 4 6 4 27 1，22 8 4 1 1 1，19 4 3 67 7 47

原　 版　 使　 用 24 0 85 3 3 6 1 97 3 33 4 92 7 3 12 8 79

紙　 焼　 付　 与 3 1 9 2 29 15 1 4 8 37 3 27 83

そ　　 の　　 他 36 9 0 39 26 3 5 4 32 0 74 2 65

合　　　 計 7 19 2 ，5 4 0 9 7 1 3 ，38 4 9 99 3，8 13 9 2 1 2 ，6 83

8　9
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平成5年　4月29日

5月　3日

5月　9日

5月13日

5月15日

5月22日

日 誌

・開館時間延長を実施、午前9時30分～午後6時（5月9日まで）

・ルーブル展最高入館者、25，535人

・ルーブル展最終日、午後7時閉館

（最終入館者　594，835人）

・神戸ゆかりの芸術家たち展（～19日まで）

・蜃気楼「永遠のはじまり」上演（16日も）

・特別展「花と烏たちのパラダイス」展開催（6月27日まで）

・「トーマスマックナイト」展開催　　　（　　”　　）

5月23日・神戸の将来像／イメージ提案コンクール開催

5月30日・国際文化交流シンポジウム開催。「今、地球は泣いている」

6月　5日　・KOBE国際映画祭上演（6日も）

6月　8日・神戸国際インディペンデント映画祭上演（～12日まで）

6月19日　・ひとり芝居　河東　けい「母」上演（20日も）

6月30日・神戸ゆかりの芸術家たち展（～7月11日まで）

7月11日・特別有料試写会「病院で死ぬということ」上映

7月17日・アーキテクチュアフェア「タイムトンネル神戸展」開催

（9月19日まで）

7月24日　・特別展「栄光のオランダ絵画と日本展」開催

（　　　′・　　）

7月27日・博物館実習生受入〔31日まで（16名）、以後8月3日～

7日（19名）24日～28日（14名）計20大学49名）

7月28日　・夏休み歴史散歩（29日も）

7月29日　・神戸市立博物館協議会開催（5年度第1回）

8月　3日　・夏休み土器づくり教室実施（4日も）

8月　7日・「栄光のオランダ絵画と日本展」講演会（成瀬　不二雄氏）

8月20日・土器づくり教室で作った土器の焼成。（神戸市立自然の家）

8月28日・「栄光のオランダ絵画と日本展」講演会（西村規矩夫氏）

9月22日・ギャラリー展「川西　英版画展」開催（10月24日まで）

9月25日・企画展「黄葉美術展」および「印象　神戸」絵画展開催

（10月23日まで）

9月30日

10月　1日

・アーバンリゾートフェア神戸’93終了

・第12期ミュージェンヌ仕事始め
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10月　9日

10月16日

10月23日

10月31日

11月　3日

11月　6日

11月　7日

11月27日

平成6年　1月　8日

2月　6日

2月26日

3月24日

3月27日

・映画会「ムンク愛のレクイエム」上映（11日まで）

・邦楽サロン開催（1月22日まで、全8回）

・二十弦挙と打楽器・琵琶のジョイントコンサート

・ギャラリー展「神戸ゆかりの芸術家たち展」（1月6日まで）

・特別展「太山寺の名宝展」および企画展「西洋人の措いた日本地図展」

開催（12月29日まで）

・「太山寺の名宝展」講演会（石田　善人氏）

・映画会「風の子どものように」上映（14日も）

・「太山寺の名宝展」講演会（石橋　明穂氏）

・企画展「古地図名品展」「南蛮美術名品展」「新収蔵品展」および

ギャラリー展「浮世絵展」開催

・午後のシャンソン（3月27日まで、全8回）

・特別展「アイルランド国立美術館名品展」、企画展「装飾須恵器展」

およびギャラリー展「山下摩起展」開催（4月10日まで）

・神戸市立博物館協議会開催（5年度第2回）

・「午後のシャンソン」最終日（2月6日から毎週日曜日に実施、

計8回）
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予　　　算
（単位　千円）

　 年 度

項 目
フt 2 3 4 5

資 料 晴 入 費 8 0 ，0 0 0 8 0 ，0 0 0 8 0 ，0 0 0 8 0 ，0 0 0 8 0 ，0 0 0

資 料 整 理 費 等 2 3 ，7 5 2 9 3 ，4 0 7 2 3 ，0 8 7 2 3 ，0 8 7 2 4 ，3 1 7

特 別 展 等 開 催 費 8 8 ，8 5 7 8 5 ，5 5 0 8 1 ，9 1 6 1 1 0 ，4 0 0 2 9 5 ，3 9 0

普 及 事 業 費 2 0 ，9 3 9 2 0 ，9 2 5 2 2 ，5 9 6 2 2 ，6 3 5 2 1 ，4 8 6

光　 熱　 水　 草 3 6 ，0 0 0 3 6 ，0 0 0 3 6 ，0 0 0 3 6 ，0 0 0 3 4 ，9 2 0

施 設 管 理 費 等 7 3 ，1 2 9 7 6 ．4 5 5 7 9 ，2 2 2 8 3 ，5 9 4 8 3 ，5 7 8

事　 務　 費　 等 2 3 ，4 4 9 1 7 ，0 4 2 1 7 ，4 0 7 1 7 ，9 3 9 2 6 ，9 7 9

合　　　 計 3 4 6 ，0 9 9 4 0 9 ，3 7 9 3 4 0 ，2 2 8 3 7 3 ，6 5 5 5 6 6 ，6 7 0

博物館協議会

全

林

副

池

委

石

永

中

前

土

峯

竹

荒

石

石

貝

町

吉

高

長

長会

雪　光　元神戸市外国語大学学長

上　忠　治　神戸大学文学部教授

照
幸
　
　
　
芳
文
養
親
直
善
六

員

田

森

野

田

井

松

下

尾

毛

田

原

田
村　元

尾　一

明

雄

武

薫

．

子

男

孝

成

通

人

一

章

雄

彦

神戸市立小学校教育研究会社会科部会長（花山小学校長）

神戸市立中学校教育研究会社会科部会長（太山寺中学校長）

（学識経験）

し　　〝　1

（学校教育）

神戸市立高等学校教育委員会社会科部会長（御影工業高等学校長）（　′′　）

神戸市青少年団体連絡協議会顧問

神戸市婦人団体協議会名誉会長

神戸市PTA協議会広報専門委員長

神戸労働者福祉協議会副会長

元神戸市立南蛮美術館長

国立民族学博物館第一研究部長・教授

神戸女子大学文学部教授

洋画家

奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部長

関西学院大学文学部教授

大阪樟蔭女子短期大学教授
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（社会教育）

（　′′　）

（　〝　）

（　〝　）

（学識経験）

（　〝　）

（　′′　）

し　　り　1

（　〝　）

（　′′　）

（　〝　）

管理課－管理係

組織・職員

組　織（6．3．31現在）

名誉館長

職　員

館　　長

副館長兼

事務局長

副館長

管理課

管理課長

管理係長

事務職員

学芸課

学芸課長

調査役

事業係長

指導主事

雄
郎次

辰
伸

崎宮
林

廣日
日

山崎

一

健

夫

弘

宣
　
　
時
安

田
　
立
津
本

和
　
足
宮
岡

拷

　

　

腰

宜
　
幸
　
充
　
雄

美

義

智

次

谷
崎
藤
　
辺

喜

神

伊

磯

・博物館に属する庶務

・施設及び設備の管理

・入館料その他事業収入の収納

・小磯記念美術館との連絡及び調整

・特別展、企画展等展覧会の開催の計画

及び実施

・講演会、講習会、研究会等事業の計画

及び実施

・博物館の広報公聴

・博物館資料の収集及び保存

・博物館資料の調査及び研究

・博物館資料の陳列等による文化知識の

普及及び啓発

指導主事　　前　田　和

事務職員　　山　中

〝　　　辻　井

学芸員　　国木田

岡

原
谷
本
屋
井
　
田
盛
　
好
澤

塚
松
宮
　
問
　
田
　
森
勝
　
三
　
成

長
員

難
術

学
学

美

明

泰

歴宏
健

和
子

史）

（文化人類）

正（美　　術）

晃（　′′　）

武　夫（　〝　）

郁　雄（考　　古）

真　一（歴　　史）

玲　子（　′′　）

稔（考　　古）

典　子（歴　　史）

唯　義（地　　理）

勝　嗣（美　　術）

日日lmHmmHM川IIlllItM川111川IlllHlllllmmlMHllMmll川川日lMMllllllMlltlmlmMnlllllMtlllMMMHⅠmlH川Ill…lllll日日‖川m…Mtl川川MmtllMIMllllMl日日l

職員の異動

5．4．1赤木　康司（学芸課）転出　5．4．1磯辺　次雄（学芸課）港島中学校より転入

5．4．21武川　一志（学芸課）〝　　5．4．21　辻井　美和（学芸課）北区より転入
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